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図版 舞鶴市志高遺跡第ワ次の発掘調査 (A・B地区)

(1) 貼石のある方形周溝墓 l号墓(左). 2号墓(右)

(2) 1号墓東側 コー ナ一部



ゲンギョウの山古墳群の発掘調査

ゲンギョ ウの山古墳群の発掘調査

好博 喜

1 はじめに

ゲンギョウの山古墳群の発掘調査は，丹後国営農地東部地区開発事業のう ち， 鳥取 2・

3団地の造成に伴い実施 したものである。

ゲンギョウの山古墳群は，京都府竹野郡弥栄町鳥取小字涼堂に所在する。丹後半島の中

央西寄りにあたり ，半島を縦断して流れる竹野川の西側にあたる。地形的には網野 ・丹後

・弥栄町の三町境に位置する山塊から樹枝状lζ派生する尾根の南側末端部にあたり，標高

第 1図調査地位置図 0/25，000)

1.調査地 ・ゲンギョウの山古墳群 2.石穴古墳 3.宮の森古墳群 4.ニゴレ古墳

5. 黒部銚子山古墳 6.奈具遺跡 7.奈具岡遺跡 8. 坂野遺跡 9.坂野丘遺跡
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第2図 ゲンギョウの山 l号墳

。

横穴式石室実測図

1m 
」

60m余りを測る低位正陵上にある。周囲の平地との比高は25m程度である。

ゲンギョウの山古墳群の位置する正陵の北隣の丘陵端には横穴式石室を内部主体とする

石穴古墳があり，南側に対l持する独立丘陵上には 5世紀から 6世紀前半にかけて築造され
〈注 1)

た宮の森古墳群がある。また，南に位置する鳥取の集落を経て網野町lと抜ける谷筋にはニ
〈注 2)

ゴレ古墳が存在する。ニゴレ古墳は中期の古墳で， 円筒埴輪や各種の形象埴輪，街角付胃
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や短甲，頚甲といった武具や鉄剣，鉄鉱など豊富な遺物が出土している。谷筋を抜けて網

野町に入るとそとには日本海最大の規模を誇る前方後円墳 ・網野銚子山古墳が控えている。

ゲンギョウの山古墳群では，当初横穴式石室墳 1基を含む 5基の古墳の存在が知られて

いたが，今回の調査に伴い10基からなる古墳群である乙とを確認した。このうち，造成に

係る 8基の発掘調査を，昭和61年 6月4日から周年10月2日までの期間で行った。

なお，昭和47年度版『京都府遺跡地図』では，横穴式石室壌に「安田古墳」の名称が与

えられているが， ゲンギョウの山古墳群と同じ丘陵に存在することから， Iゲンギョウの

山古墳群」として一括し，今回古墳名称の整理を行っている。

2. 横穴式石室墳

ゲンギョウの山 l号墳(1日称安田古墳)は，丘陵南斜面の中程にあり，標高はおよそ50m

を測る。斜面をテラス状に切り出し，古墳を築造したものと思われる。封土は流失してお

り，半割された天井石 2石が露出していた。したがって，墳形は明確ではない。また，石

室の前面は崖となっていたため，石室の先端部が崩壊 している可能性もあ る。

調査は，表土を剥ぎ，現位置を保っていなかった天井石の残欠を除去したのち，石室内

を充填していた土砂や転溶石を順次排除して行った。

調査の結果，ゲンギョウの山 1号墳の内部主体である横穴式石室は，奥壁部を一段せり

上げるような形で構築された壇構造をもっ乙とが判明した。石室は， 全長3.7m以上 ・幅

約0.9mを測る無袖式の横穴式石室で，高さは1.3m程度になるものと考えられる。糧部分

は，奥行O.7m~1. Om・幅約 1mを測 り，壇の高さは床面から約0.4mである。壇の上面

には炭化物混りの灰層が5cm程度載っており ，万子が 1点出土した。遺物は万子 2点、と金

環 1点、だけで，土器類は出土しなかった。

ゲンギョウの山 1号墳のような石室構造をもっ横穴式石室墳は，京都府与謝郡野田川町
f住 3)

石川の高浪古墳に類例を求めることができる。高浪古墳の内部主体は両袖式の横穴式石室

で，全長7.8m以上・玄室長4.6m・玄室幅 2m ・羨道長3.2m以上を測る。坦部分は，奥行

1.lm・幅1.9m程を測り，壇の高さは床面から0.9mである。

ゲンギョウの山 1号墳と高浪古墳とを比較すると，ゲンギョウの山 1号墳は高浪古墳の

ほぼ半分の規模をもっ。壇部分の構造では，高浪古墳が壇上面にも水平に板石を置き，地

山面を被覆しているのに対し，ゲンギョウの山 1号墳では壇上面に板石を置いていないた

め地山面が露出する構造となっている。また.高浪古墳では比較的大型の石材を用いて規

則的な壁体を構築し，床面にも人頭大の礁を敷きつめている。これに対して，ゲンギョウ

の山 1号墳では不定形な自然石を用いて壁体を構築しており，床面にも石敷を施していな
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6号墳

5号墳

4号墳

3号墳
。，Om

1号墳

第 3図地形測量 ・遺構 配 置図
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い。以上の比較を総合すると，ゲンギョウの山 1号墳にはかなりの省力化が認められ 6

世紀後半期の築造とされる高浪古墳よりも後出的要素が顕著である。

また，ゲンギョウの山 1号墳と間程度の規模をもっ横穴式石室を京都府北部地域lと求め

ると，福知山市正明寺iζ所在した向野西12号墳(石安全長4.6m・石室幅O.83m)，同15号墳
(注4)

(石室全長3.9m・石室幅O.9m)などがあげられる。いずれも無袖式の横穴式石室で，古墳

時代終末期に属する古墳である。

以上のような所見から，築造年代を示す出土遺物のなかったゲンギョウの山 1号墳の築

造時期を推測すると，古墳時代終末期という時期が与えられるものと思われる。

3. 木棺直葬墳

尾根上には，長さ150m程の聞に 9基の古墳が並ぶ。このうち， 7基が調査の対象となっ

た。基本的には，いずれも尾根を切り出して墳丘を成形した木棺直葬墳である。したがっ

て 2号墳と 3号墳との間 6号墳と 7号墳との間および 7号墳と 8号墳との聞にみられ

る小規模な隆起は，主体部が認められなかったことをも勘案すると，各墳丘の構築lζ際し

て切り出された残丘と考えられる。

ゲンギョウの山 2号墳は，正陵の先端部を占める円墳で，径12m・高さ1.5m程を測る。

主体部は 1基で，長さ3.4m・幅1.5m程の墓拡をもっ。棺の痕跡は検出できなかった。墓

拡の北寄りからは，長さ約1.lmの鉄製直万が出土している。

3号墳から 6号墳は，階段状地形を呈する古墳群である。

最下段に位置するゲンギョウの山 3号墳は，長辺 9mX短辺 5m程度の方墳で，高さ約

O.5mを測る。 2基の主体部を検出した。長さ2.3mX幅O.6mを測る第 1主体部の墓拡内か

らは，砥石と土師器片とが出土した。第 2主体部は，長さ2.8mX幅1.3mの墓拡をもつも

ので，木棺相当部の大きさは長さ2.1mX幅O.5mである。遺物は，墓拡上から土師器(高

杯 ・壷)，棺内から管玉 6点が出土した。

ゲンギョウの山 4号墳は，一辺 8m程の方墳で， 高さ1.5mを測る。主体部は 1基で，

長さ4.3mX幅1.6mを測る墓拡をもち，木棺相当部の大きさは長さ2.7mX幅O.9mである。

鉄剣と錨 ・土師器片が出土している。

ゲンギョウの山 5号墳は， 長辺15mX短辺13m程の方墳で， 高さ約1.8mを測る。主体

部は 1基であった。墓拡は長さ3.3mX幅1.8mを測り，木棺相当部の大きさは長さ2.4mX

幅O.5mである。棺内西端からU字状に折り曲げられた鉄剣が出土した。

最上段に位置するゲンギョウの山 6号墳は，一辺13m程の方墳で，高さ約 2mを測る。

6号墳では 2基の主体部を検出した。長さ4.6mX幅 2mの墓拡をもっ第 1主体部では，長

- 5 -



京都府埋蔵文化財情報第22号

さ3.1mX幅O.5mを測る木棺相当部を確認し，鉄剣と鉄斧のほか鉄製品若干を検出した。

長さ4.7mX幅1.1mの墓拡をもっ第 2主体部では，長さ3.1mX幅O.4mの木棺相当部を確

認し，不明鉄製品 1点を検出した。なお，両墓拡上からは，高杯を主体とする土師器が比

較的多く出土している。

ゲンギョウの山 7号墳は，長辺12mX短辺10m程の方墳で，高さ約 1mを測る。 7号墳

では切り合い関係をもっ 2基の主体部を検出した。先に埋葬された第 1主体部は，長さ5.5 

mX幅2.5mというゲンギョウの山古墳群のなかでは比較的大きな墓拡をもっ。木棺相当部

も長く，長さ4.3mX幅O.5mを測る。棺内からの出土遺物はみられなかったが，棺上には

土師器の壷形土器が据えられていた。第 1主体部の南端を切り込む状態で造られた第 2主

体部は， 長さ4.6mX幅 2mの墓拡をもっ。木棺相当部の大きさは長さ3.4mX幅O.5mを

測る。棺内からは鉄斧が出土している。

ゲンギョウの山 8号墳は， 長径19mX短径14mの楕円状の墳丘をもっ。高さは1.5m程

である。 8号墳では 2基の主体部を検出した。第 1主体部は，長さ4.6mX幅2.2mの墓拡

をもつもので，長さ3.1mX幅O.5mの木棺相当部を検出した。第 2主体部は，長さ4.1mX

幅1.5mの慕拡をもつもので， 長さ3.7mX幅O.4mの木棺相当部を検出した。いずれの主

体部でも，遺物の出土をみなかった。

4. 火葬墓および土器棺墓

ゲンギョウの山古墳群の調査に伴い，火葬墓 4か所・土器棺墓 2か所が確認できた。

4基の火葬墓は 1号墳のあるテラス状の地形を利用して造られたものである。いずれ

も径O.5m・深さO.3m程度の土拡内に火葬骨や灰 ・炭などを埋納したものであり，墓拡上

には石組を配置していた。

土器棺墓は 2基ともに土師器の壷形土器 2個体を合口にし，主容器となる壷の口を北側

lζ向けて横位の状態で埋納したものである。墓拡の掘形は確認できなかった。また， 壷内

からの出土造物もみられなかった。

1号土器棺墓は 6号墳東側裾部の傾斜が緩やかになるテラス状地形の近くに存在した。

主容器となる土師器は，器高約50cm・口径約25cmで， 山陰地方に多 くみられる二重口縁

の壷形土器である。 4号墳東側の斜面lζ位置する 2号土器棺墓も同様で，主容器となる土

師器は，器高約80cm・口径約30cmを測る山陰系の壷形土器であった。

5. おわりに

今回のゲンギョウの山古境群の発掘調査では，木棺直葬墳 7基およびこれに伴う主体部
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11基と横穴式石室墳 1基，火葬墓 4基，土器棺墓 2基の調査を行った。

このうち，横穴式石室墳については，京都府下では 2例目となる壇構造をもっ石室であ

ることが判明した。通常の石棚付石室とは異なる構造をもっ ζ とから，とれと区別して雛

壇付石室とでも呼ぶべきであろう。壇の用途については，高浪古墳の所見に埋葬施設の棺

台という説があげられている。ゲンギョウの山 1号墳の例では，壇部分の広さが一辺 1m

lζ も満たないことから，棺台とは考え難い。壇上面lとみられた炭化物や灰層，万子の出土

などを考慮した用途を考えるべきであろう。また， ゲンギョウの山 1号墳が終末期古墳に

属する可能性が高い ζ とから，壇構造が形骸化された形態になったものとすれば 6世紀

後半の築造とされる定形化された高浪古墳から，ゲンギョウの山1号墳へと続く系統にの

る石室墳が今後何基か発見されてくる乙とも予想される。 地域的には今のと乙 ろ丹後地域

lとみられるだけである。両古墳の位置や時期を考慮すれば，乙の雛壇付石室は，丹後地域

を中心として展開されているものと推測される。

尾根上に並ぶ木棺直葬墳の一群は，出土した土師器から 5世紀前半を中心とし， 若干遡

る時期の築造と考えられる。ただし，現在整理途中であり，詳細については後の報告に譲

る乙ととしたい。 (三好博喜=当センター調査課調査員)

注 1 増田孝彦 『宮の森古墳群(京埋セ現地説明会資料No.86-05)j財団法人京都府埋蔵文化財

調査研究センタ - 1986 

注2 樋口隆康 「間形埴輪の新出土例Jcr考古学雑誌J42-1，日本考古学会) 1956 

注3 久保哲正・波多野徹 『高浪古墳発掘調査概報(京都府野田川町文化財調査報告第 l集)j 野

田川町教育委員会 1985 

注4 近藤義行・中川淳美ほか 『向野西古墳群発掘調査概要報告書』 福知山市教育委員会 1974 
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舞鶴市志高遺跡第7次の発掘調査 (A・B地区)

日巴 後弘 幸

1 はじめに

志高遺跡は，京都府北部を流れる由良川の下流域の自然堤防上に立地する。調査は，建

設省の実施する由良川の改修工事に先立っ て，昭和55年度から行っている。過去 6年間の

調査で，志高遺跡は縄文時代前期から明治時代に至る遺構 ・遺物を多量に包蔵する府下最

大級の複合集落遺跡である ζ とがわかっている。

今年度の調査は第 7次調査にあたり ，調査地区は上流側からA・B・Cの3地区に分かれ

ている。 乙 ζでは， すでにその調査をほぼ終了している小字舟戸に位置する A.B地区の

調査について，建物跡を中心に紹介する。

2. A地区の調査(調査面積約900m2)

ζ の地区は，第 4次調査地区と第 6次調査地区との聞に位置する。
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(l)縄文時代地表下6.5m(海抜Om)か

ら4.3m(海抜4.3m)のと乙ろで遺構および

包含層を検出した。検出した包含層は早期

末から前期末に及ぶもので13面あり，その

うち遺構面は， 3面からなる。厚さ2.1mに

およぶ包含層は，粘質土と砂質土の互層か

らなる。検出遺構は，住居跡 ・炉跡及び土

拡である。遺物は，土器 ・石器 ・石製品及

び骨片等であり，その総数は，コ ンテナにし

て約80箱ある。詳しくは，次回に紹介する。

(2) 弥生時代中期(第 2図)

今回の調査地は第W様式の集落のほぼ中

心地域にあたる。 地表下約 2.3m(海抜約

4. 2m)のと乙ろで検出した。検出した住居

跡は 5基であるが，そのうち 4基はその一

部を調査しただけである。

SH86201は第4次調査で検出された SH

8323と同ーのもので，直径約13mを測る志

高遺跡最大のものである。

SH86202は，炭 ・灰の堆積する中央土拡

を持ち，中央土拡を中心lζ柱穴を配するも

のであるが，壁は流失していた。

SH86203は，その約半分が，調査地外へ

と広がる。中央土拡と考えられるものは検

出できなかった。

SH86204は，その一部を検出したにとど

まる。 SH85205・SH85210と同様に，溝状

遺構を持つ。第 4次調査で検出されていな

いので，住居跡でない可能性もある。

SH86212は， 約 4分の lを検出した。中

央土拡をもっ。床下のピットから銅剣形の

磨製石剣が出土した。

舞鶴市志高遺跡第7次の発掘調査 (A.B地区)

。ー
第6次調査トレ ンチ

、 o 1 
¥ u -.1 

¥ιtノSH85202

第7次調査トレ ンチ

/

¥

 
，，‘、

30町、

第2図 弥生時代中期竪穴式住居跡位置図
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京都府埋蔵文化財情報第22号

第3図 SH86212内銅賞IJ形石剣出土状況

SH86201を除く各住居跡は，推定直径 8m前後を測る。各住居跡からは，第W様式の土

器 ・石器及び管玉等が出土した。

特筆すべきこととして)SH86212での銅剣形磨製石剣の出土状況がある(第 3図)。直径

約15cmの床下のピッ ト内にたでかけられた状態で出土した。しかも，乙 のピッ トの上の床

面には石器の製作台の可能性がある石血状のものが置かれていた。出土した磨製石剣は，

頁岩製のもので，中細形銅剣を真似た精巧なものである。中央部で，折れており，現存長

17.1cm・最大幅5.4cm・最大厚1.3cmを測る。中央部で意識的に折り，住居跡の床下に埋

納していた可能性がある。 SH86212が大型のSH86201に隣接していることも何らかの意味

があるのかもしれない。

今回の調査 ・第 4次調査 ・第 6次調査で中期の住居跡が50mの範囲の中で)10基検出さ

れた。いずれも中期後棄に属するものである。第4次調査で報告されているSH8322とSH

8323の遺物を比べてみると，若干の時間差が見られる。今後の整理結果を待たざるを得な

いが) 10基の住居は同時に存在したものではないだろう。

これまでの調査で，この集落の中心近くを20~30mの幅で，断ち割った。その結果は以

下の通りである。①中期後葉i乙営まれた集落である。①集落の南西には，大溝を隔てて，

方形周溝墓からなる墓域がある。集落の北東には，河道もしくは，氾濫原が存在する。①

- 10-



直径 8m前後の円形竪穴式

住居からなる集落であるが，

1基だけ径13mの大型のも

のを含む。 ④玉作りを行う。

⑤銅剣形磨製石剣を祭把行

為lζ用いた可能性がある。

(3) 古墳時代後期から奈

良時代初頭(第 4図)

この地域で方形の竪穴式

住居が営まれた時期で，今

回の調査地内においても 7

世紀後半~8 世紀初頭の集

落跡を検出した。第 4次調

査で検出されている 2基を

含めて， 10基の住居跡から

なる。遺物整理が及んでい

ないので，現段階では，時期

等を明確にできないが，同

時に存在したものではない。

10基の住居跡は，その構

造から 2つのグループに

分かれる。

ひとつは，電を持たず，

一辺 6m以上を測る大型の

ものである。 SH8403・SH

8404・SH86103が相当する。

もうひとつは，コ ーナ一

部に竃を作り付けたもので

ある。長方形のプランを持

つものもあり，一辺は 3m

から 4m前後のものが多い。

2つの住居跡形態が見ら

ヘ

川

町

l
ト
m
l
i山」
4
1剛

一
白
(
。

/口一
/
 /

/

 パパ
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1

。ー
/ 

¥ 
¥ 

¥ 、、

舞鶴市志高遺跡第7次の発掘調査 (A'B地区)

SH85112 

/ 
r--__ι 

J。。 i

¥110 ! 
』ー・..JSH85106

、¥

落集期後代

/

桝/
古/

 /
 /

 

JQQァ104¥:

。:吋:/
R
H
 

nu -au 
au 
'『，，g

/

 /
 

a-
/
初白

u

~，l
i
t
-
a
剖

/

。

落集頭nH 

4
4
e
 

代
'

時
戸
線

一
期

円
三
末

以
一
代

8

ド
?

剖
一
軒古

30m 

第4図 古墳時代後期~奈良時代竪穴式住居位置図

-11-



~ 
第

6
次
調
査
卜
レ

ン
チ1

 

.•• 
0
 

民
-M

白
MB

 
出

o 

…長5呂田5006

れるものの， 10基の住居跡は，主軸方

第22号京都府埋蔵文化財情報

向を揃えており，建物配置の計画性が

乙れに続く掘この計画性は，窺える。

立柱建物に受け継がれている。

乙の集落の北東lと，先行すると思わ

れる集落跡を検出しているが，配置 ・

方向性等かなり無秩序である。

奈良時代(第 5図)(4) 

今回の調査地，第 6次調査で検出し

た掘立柱建物群跡の西端にあたる。

新たに 6棟の掘立柱建物跡を検出

あわせて16棟の建物を検出した乙し，

これらの建物は，すべて同とになる。

一面で検出したのではなく，包含層の

上層と下層で検出した。右図では，下

層で検出したものを黒塗りで，表現 し

た。ただし，現段階では，上層の一群

それぞれ，別の建物と下層の一群が，

第
7 
次
調
査

SB86003l 
ン
チ

30m 

奈良時代掘立柱建物跡位置図

群を構成しているとは言い切れない。

今回検出した建物は次のとおりであ

2間X3聞の建物であ

る。 SB86003と同じ場所にあり，先行

する建物である。

る。

SB86020は，

SB86018に切られる 1SB86019は，

間X4聞の建物である。東側の柱列は

一部上層でも検出できた。

SB86019と同一面で検SB86018は，

出した 2間X3閣の建物跡で， SB86019 
第 5図

の柱穴を壊して建てられている。

SB86008は， 2間X4間以上の大型の建物跡である。調査地内では，その南側を検出した

だけである。柱穴の掘形は，一辺80~100cmを測る方形の大きなものである。東西方向の柱
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舞鶴市志高遺跡第7次の発掘調査 (A・B地区)

聞には円形のピットが並んでおり (SA17)，柱を据えつけた時に用いられた遺構と思われる。

今回検出されたものを含めて，乙の地区で，計16棟の掘立柱建物跡が検出できた。これ

らの建物群は，大きく 2群からなると考えられる。 北側のSB85023・SB85024は， さらに

北側に広がる建物群と考えられる。その他のものとしては，西側lζ2間X3間以上の建物

を配し，東側には 2間X2閣の倉庫群を配する構造をとる。乙の建物群は，第 4次調査で

検出されていないととから，さらに西に広がるものではない。建物の配置 ・棟向き ・重複

関係から幾度かの建直しが考えられる。SB85046・SB85019・SB86020・SB85006・SB85005

・SB85020がある時期の建物配置を構成し，SB85003・SB86003・SB85011が別の時期の建物

配置を構成すると予想できるが，今後の遺物整理の成果を待って再検討を要する。

3. B地区の調査(巻頭コ ロタイプ写真 ・調査面積約850m2)

乙の地区は，第 5次調査A地区lζ隣接する北西側である。

弥生時代の石組遺構 ・墓域，古墳時代の住居跡，奈良時代の竪穴式住居跡，鎌倉時代の

墓群を検出した。乙乙では，弥生時代の墓状遺構について簡単に紹介し， 詳しくは次号lζ

報告する。

検出した遺構は 2 段の貼り石を持つ 1 号墓と 5~7 段の貼り石を持つ 2 号墓である。

l号墓は，一辺 6m以上を測り，盛土を持つ。墳正上に土器を供献する土拡が3基あり，

そのうちの 1つは棺を埋納していた可能性がある。供献されていた土器は， 査 ・聾 ・高杯

である。底部を穿孔しているものがある。第W様式iζ属する。

2号墓では，一辺と 2隅を検出した。検出した一辺は15.5mを測り，墳正の高さはO.8m

を測る。検出した範囲内では，盛土と考えられるものはなく，地山を掘り抜いたものと考

えられる。この遺構lと伴う遺物は少なく，貼り石の聞から出土した 3片だけであり，いず

れも中期に属するものである。

1号墓と 2号墓の聞には，幅約 3mの溝があり ，乙の溝は 2号墓の周囲を巡っているよ

うである。溝内からは，遺物はほとんど出土しなかった。この乙とから 2号墓は方形周

溝墓の墳正斜面に貼り石を持つものとも考えられる。

2号墓は，堤防の下に保存されることになった。

4. お わりに

今回は，志高遺跡の中心付近にあたるA地区と，旧河道もしくは氾濫原を挟んで対岸に

あたる B地区の調査を行った。ここでは，問題点を中心に述べてみたい。

A地区では，縄文時代前期 ・弥生時代中期 ・古墳時代後期から奈良時代にかけての集落
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京都府埋蔵文化財情報第22号

遺構を検出した。

縄文時代前期の包含層は厚く，幾層にも分かれており，縄文時代早期末から前期にかけ

て編年作業を行うのに，良好な資料となることであろう。

弥生時代中期後葉の集落構造を解明する資料を得る乙とができた。今後，遺物を検討し，

集落がどのように変わっていくかを検討しなければならない。そのなかで，大型住居(SH

86201)の持つ意味も考えていく必要がある。

古墳時代後期から奈良時代にかけて，竪穴式住居から掘立柱建物へと移行していく様相

を知ることができた。 乙の集落は， 平安時代の初頭lζ廃絶するものと考えられるが，100 

年以上にもわたる集落の存続およびその整然と した配置を今後検討 していく必要があろう 。

B地区では，弥生時代中期の遺構 ・古墳時代の住居跡 ・奈良時代の住居跡 ・中世墓等を

検出した。なかでも弥生時代中期後葉の墳墓は，特に注目すべきものである。墳墓の斜面

に貼り石を持つものとしては， 山陰から北陸 ・広島にかけて分布する四隅突出墓があるが，

これの初現形態と言われるものとよく似ており，時期的にもほぼ一致する。ただ，低地と

正陵という立地条件において大きく異なる。また，今日まで丹後 ・但馬地域は四隅突出墓
(注 1)

の空白地域である。

志高遺跡は，現在C地区の調査を開始したところである。庄内並行期と古墳時代中期の

集落跡の検出が予想される。志高遺跡の空白期を埋めるものである。

(肥後弘幸=当センタ ー調査課調査員)

注1 京都府熊野郡久美浜町権現山古墳を四隅突出墓と考える乙ともできるが，時期等の問題点

があり，現段階では，否定的に考えたい。京都府中郡弥栄町奈具岡遺跡の貼り石を持つ遺

構を，今回検出した志高遺跡のものに近いものと考えたい。

久保哲正 ・大槻真純 ・岡田晃治 ・細川修平 ・細川康晴 『権現山古墳発掘調査概報J(京都

府久美浜町文化財調査報告第9集) 久美浜町教育委員会 1984.3 

奥村清一郎 ・林日佐子 『奈具岡遺跡第3次発掘調査報告書J(京都府弥栄町文化財調査報

告書第4集) 弥栄町教育委員会 1986.3 

志高遺跡に関する資料

1. 杉本嘉美 『志高遺跡調査概報』 舞鶴市教育委員会 1981 

2. 吉岡博之『志高遺跡一昭和56年度花ノ木 ・スドロ薮下地区および久田美地区の調査概要 』

(舞鶴市文化財調査報告第6集舞鶴市教育委員会) 1982 

3. 吉岡博之ほか『志高遺跡一昭和57年度カキ安地区の調査紙要一j (舞鶴市文化財報告 第

4集舞鶴市教育委員会) 1983 

4. 吉岡博之『志高遺跡一昭和58年度カキ安 ・舟戸地区の調査概要一j (舞鶴市文化財調査報

告第7集舞鶴市教育委員会) 1984 
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舞鶴市志高遺跡第7次の発掘調査 (A・B地区)

5. 岩松保「昭和59年度発掘調査略報 24.志高遺跡Jr京都府埋蔵文化財情報』第16号財

団法人京都府埋蔵文化財調査研究センタ- 1985.6 

6. 岩松保「志高遺跡昭和59年度発掘調査概要Jr京都府遺跡調査概報』第17冊財団法人京

都府埋蔵文化財調査研究センター 1985 

7. 吉岡博之 『志高遺跡目一弥生土器の概要一』 舞鶴市教育委員会 1986.1 

8. 山下正 ・肥後弘幸「昭和60年度志高遺跡の発掘調査Jr京都府埋蔵文化財情報』第四号

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センタ ー 1986.3 

9. 肥後弘幸「志高遺跡第6次発掘調査概要Jr京都府遺跡調査概報』第21冊 財団法人京都府

埋蔵文化財調査研究センター 1986 

10. 志高遺跡第7次調査現地説明会資料財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センタ ー

1986 
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第22号京都府埋蔵文化財情報

昭和61年度発掘調査略報

次9 第跡城辺田6. 

舞鶴市北田辺小字追手前127番地所在地

昭和61年10月23日~周年10月30日調査期間

34m2 調査面積

明治 4(1871)年に廃

城になったもので，舞鶴城とも呼ばれた。今回の調査は，国道27号線の西舞鶴地区舗装修

繕工事に先立って実施したものであり，調査地は，江戸時代の絵図及び近年の発掘調査の

田辺械は，天正12(1584)年頃，細川氏によって築かれ，はじめに

あるいは町屋からそれに通ずる土橋の位置にあたる成果による城郭の復原では，大手門，

と想定されていた。

調査地に1.5X20mの南北に長いトレンチを設定し，重機によって掘削を開調査の概要

アスファノレ卜の下，パラス ・黄褐色土置土 ・暗灰褐色砂混始した。地表下約 1mまでは，

トレンチ全面に認り粘土が続くが，その下層には暗緑灰褐色砂混り土が厚さ10cm程度で，

められ，整地層と判断された。その下は暗灰色の粘土が厚く (30cm前後)堆積しており ，多

地表下1.8m以下は，灰色の量の木質遺物とともに，中 ・近世陶磁器等が若干出土した。

湿った粘土で，地山と推察される。

出土遺物は，上述の整地層より下位に限って見られたが，築城以前の瀬戸系灰柚皿片を

除くと，いずれも17世紀から18世紀初頭の天日椀 ・伊万里系染付椀 ・土師質小皿等である。

他lζ木製品として，漆塗椀 ・箸 ・木札等が出土した。

当初，大手門に至る土橋の検出が期待された今回の調査であったが，整地層のまとめ

様相や従来の調査結果から見て，大手門はもとよ

り，土橋も，今回の調査地より東にあったらしい

と推測され，今回は濠の町屋側の整地層を検出し

たと判断される。田辺誠は築城当初には，南側lζ

大手門があったが，江戸時代の「田辺御城図」で

は，今回の調査地付近(小字追手前〉に移っている。

当城の城郭の改廃 ・修復の時期や規模を確今後，

市IF， 
調査地位置図 (1/25，000)

定する作業上，狭小ではあったが，今回の調査 卜

レンチの様相と出土造物は，貴重な資料となろう。

(小山 雅人)
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昭和61年度発掘調査略報

7. 綾 中 遺 跡

所在地 綾部市西町

調査期間 昭和61年 5月27日~同年9月12日

調査面積 約800m2

はじめに 綾中遺跡の発掘調査は，府営住宅建築に先立ち，京都府土木建築部の依頼を

受けて，昭和60・61年度の 2年度にわたり実施したものである。昨年度の試掘調査で 7・

8トレンチでそれぞれ中世の掘立柱建物跡が検出され，遺跡は西及び北方向へのびる可能

性が考えられた。そ ζ で， 本年度は 7・8トレンチの西方を，住宅の建築される範囲いっ

ぱいにまで広げて調査を行った。

調査概要 調査の結果，主な遺構として，古墳時代前期の竪穴式住居跡 ・溝，奈良時代

の溝，中世の掘立柱建物跡群を検出した。以下，各時期毎に概略を記す。

古墳時代前期 竪穴式住居跡(SBOl)は，東西約5.4m・南北約4.5mで隅丸方形を呈する。

壁高の残りは約20cmで，周壁溝の一部を確認できた。南辺の中央部には方形土拡が，北辺

中央部では粘土が堅く貼られ周囲の床面より数cm高い部分があった。これらは，乙の住居

内での機能を考える上で重要な資料となりえよう。溝(SD21・SD22)は，それぞれ幅約 2

m ・深さ約30cm，幅約40cm・深さ約20cmを損.vる。竪穴式住居跡(SB01)を含む集落を囲む

溝であったかもしれない。また，いずれかの溝は，時期不明の溝(SD19・SD20)に連続す

る可能性がある。

奈良時代 講(SDl8)は，幅約40cm・深さ約5cmを測る。ほぽ南北方向に走っており，当

地域の条皇制区画を知る一資料になりえよう。深

さがわずか5cmであるとと，包含層lζ同時期の遺

物が数多くみられることなどから，乙の時期の遺

構はすでに削平されたと考えられる。

中世 8 トレンチで 8 棟 (SB02~SB09) ， 7トレ

ンチで 5 棟 (SBlO~SB14)， 合計で13棟の掘立柱

建物跡を検出した。それぞれの建物の規模等は第

1表のとおりである。乙れらの建物跡は，出土遺

物 ・ピットの層位 ・切 り合い関係 ・建物の方向等

を検討して，大きく 2時期に分けるととが可能で

- 17-
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昭和61年度発掘調査略報

第 1表掘立柱建物跡 規模一覧表

遺構 No.1 間東西数×南(閲北) | 規東西模×南( m北~ 1 柱東間西距(m離rl柱南北間距(m離) 向 |時 期

SB02 1間X3間 I 1. 7X6. 7 I 1.7 2.2 N 70E 

SB03 1 4間以上X3間以上 | × 3.0 2.6 N 60E E 

SB04 4間X3問 110. OX8. 9 1 2.5 3.0 1 N5.50E 1 H 

SB05 3間X2間以上 1 6.6X 2.2 3.2 NllOE 

SB06 1 1間以上X1間以上 | × 2.5 2.6 N 70E E 

SB07 X 1間 3.3 I N12.50E I 

SB08 4間X1間以上 11O.1X 2.5 2.7 1 N5.50E 1 日

SB09 1間X2間 I 5.1X4.8 I 5.1 2.4 NllOE 

SB10 1 3間以上X2.3間 2.5 2.9 1 N15.50E 1 E 

SBll 1 3間以上X3間以上 1 7.2X8.9 1 2.4 3.0 N150E E 

SB12 3間X2間以上 1 7.6X 2.5 3.0 1 N8.50E 1 

SB13 3間X3間以上 1 7.4X 2.5 1 N8.50E 1 

SBl4 4間X3間以上 110.0X 2.5 3. 1 1 N8.50E 1 

ある。ただ，いずれもおおむね12世紀頃に位置づけられる。各建物跡は，磁北よりわずか

に東に振って建てられている。また，総柱の規模の大きい建物跡は，柱聞が 2mを超え，

約30cmを基本単位として， その整数倍の位置に柱穴が配されている。

まとめ 今回の調査で得られた成果は，大きく 2つに分けられる。一つは古墳時代前期

の竪穴式住居跡及び溝の検出で，あと一つは中世の掘立柱建物跡群の検出である。前者は，

古墳時代前期の集落跡の一角を検出したものであり，遺跡は主に北へ広がっていくと考え

られる。また，調査地の北方の青野西遺跡から同時期の集落跡が見つかっており，今後両

遺跡の関連に注目できょう。後者は，中世の集落のほぼ中心地を検出できたものと考えら

れ，その成果は大きし、。このように，中世の掘立柱建物跡群が発掘調査により検出された

のは綾部市では初めてで，中丹以北l乙目を転じても大内城跡 ・城ノ尾城館跡があるにすぎ

ない。乙れらはあくまで正陵上に設けられた城館跡で，沖積地lと立地する当遺跡とは若干

性格が異なる。集落のもつ性格については，関連遺跡との比較 ・文献史料の検索も含めて，

現在整理検討中である 。 ( 西 岸 秀文)

- 19-



京都府埋蔵文化財情報第22号

8. 上 中 遺 跡

所在地 北桑田郡京北町下弓削

調査期間 昭和61年8月11日~周年9月30日

調査面積 約160m2

はじめに 乙の調査は，京都府立北桑田高等学校の視聴覚教室や図書室等の新築工事に

先立ち行ったものである。調査地である北桑田高等学校は，南流する弓削川右岸の正陵裾

部に位置する。弓削川沿いの正陵部には，弾正古墳群 ・鳥谷古墳群 ・ふくがなる古墳群 ・

矢谷奥古墳群などがあり，乙の上中遺跡は集落遺跡の 1っと考えられてきた。

調査概要 調査は，調査地内lζ設定した 4か所の試掘掘りから始めた。その結果，調査

地西側は，パラスの下が岩盤となり遺構はなかった。調査地東側では，岩盤が少しずつ下

がっており，その上に黒色土が堆積していた。 ζの黒色土は，昭和58年度と60年度調査時

に確認した黒褐色土に相当するものと思われた。両年度の調査では黒褐色土を切り込んで

遺構が存在したことから，今回の調査地東側には何らかの遺構が存在すると思われた。

調査の結果，地山は南西から北東へ緩やかに下がっており，調査地北側での土層は，表

土 ・盛土 ・旧表土 ・黒色土 ・黄褐色土の地山であった。旧表土まで重機で掘削し，黒色土

からは人力で徐々に掘り下げた。黒色土下層において，円形あるいは方形の掘形が見つか

った。直径および一辺は20~30cmを測り，黒色土が堆積していたが，出土遺物がなく時期

性格については不明である。また，幅約 1m・長さ約3.5m・深さ約40cmの溝状の遺構も

検出したが，出土遺物はなく時期性格につ

いては不明である。

まとめ 今回の調査地の大半において，

北桑田高校を建設する際にかなり削平され

ており，調査地北東部から円形あるいは方

形の掘形や溝状の遺構を検出したのみであ

った。これらの遺構は，旧表土からそれほ

ど深くない所で検出したことや，出土遺物

研一)

- 20ー
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9.蒲 生

所在地 船井郡丹波町字豊田

調査期間 昭和61年 8月25日~同年10月9日

調査面積 約400m2

昭和61年度発掘調査略報

遺 跡

はじめに 蒲生遺跡の発掘調査は，府立学校(須知高校)建築工事に先立ち，京都府教育

委員会の依頼を受けて行ったものである。昭和58年度には，同じ須知高校の農業科実習練

の建設に伴っ て調査が実施され，弥生時代中期の竪穴式住居跡 ・土拡等が検出されている。

今回の調査地は，その南西方向で，北方より緩やかにのびる尾根の先端部にあたる。また，

蒲生遺跡と推定される区域の最東端lζ位置する。

調査概要 8月25日に 3m四方のグリッドを調査地の東端と西端とに設けて，掘削を開

始した。その結果を考慮 して，遺構の遺存状態が良好と考えられる部分から，順次 4か所

のトレンチを聞けて調査を行った。 1 ~3 トレンチでは，いずれも校舎建築時の削平が著

しく，わずかに10cm程度の深さで土拡 ・ピットが検出できるのみであった。また，出土遺

物も皆無で，時期決定も不可能であった。わずかに，最後に聞けた 4トレンチで，円形土

拡及び溝を検出し，そとから少量ながら遺物が出土した。

まとめ 今回の発掘調査によって得られた知見を列記すると以下のとおりである。

1. 調査地は，前校舎の建築時にかなりの削平を受けていたことが確認できた。ただ，

各トレンチの状況から，旧地形は東から西lと緩やかに傾斜していたと考えられる。

2. 検出した土拡・溝は，出土遺物から 6世紀前半頃のものと考えられる。遺構個々の性

格は不明であるが，調査地以東のあたりにその時

期の集落跡が存在していると推察できる。

3. 遺構iζは伴わないが6世紀後半の須恵器片

も出土しており，その時期の遺構の存在も推定で

きる。

以上が主な成果であり，この地域で，発掘調査

が行われることはまれで，資料の蓄積も少ない。

その意味からも貴重な成果が得られたと言えよう。

(西岸秀文)

- 21ー
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京都府埋蔵文化財情報第22号

10. 長岡京跡左京第151次 (7AN E K Z-6) 

所在地 向日市鶏冠井町清水他

調査期間 昭和61年 4月30日~同年8月20日

調査面積 約1， 000m2 

はじめに 今回の調査は，日本道路公団大阪管理局が計画している名神高速道路羽束師

川橋架替(下部 1)工事に伴う事前調査として実施したものである。

長岡京の条坊復元案によれば，当調査地は左京三条三坊一町・同二町・ 同八町および二

条三坊五町にわたっており ，二条大路 ・三条第一小路 ・東三坊第一小路等の通過地点、iζ当

たる。乙のほか，周辺部ではこれまで弥生時代中期頃に属する遺構 ・遺物等の広がりが確

認されており鶏冠井清水遺跡として知られている。

調査概要 名神高速道路上り車線側(Aトレンチ)，下り車線側(B・Cトレ ンチ)の 3地

区に分けて調査を行った。各 トレンチは道路法面の高位側に鋼矢板を打ち込み掘削壁面を

保護したのち，重機により道路造成時の盛り土および旧耕作土 ・床土を除去した。今回の

主要な遺構は，I日耕作土下約40cmの黒褐色ないし暗青灰色粘土層面で確認された。以下各

トレンチの調査結果について概略を記す。

Aトレンチ(長さ54m，最大幅5.5m)

検出遺構は層位上 3時期に分けられ，

それぞれ弥生~古墳時代 ・長岡京期 ・

中世lζ属する。弥生~古墳時代の遺構

としては，水田畦畔跡 ・足跡 ・溝等が

ある。これらの上面には薄く砂層が覆

う。長岡京期の主要な遺構としては，

卜レ ンチ南端で検出した想定二条大路

の北側溝(幅 1.1m)および柵状の柱穴

列がある。中世に属するものとしては

東西方向の耕作溝群 ・柱穴 ・杭列等が

ある。なお，検出遺構全般を通して，

それらの所属時期の手掛かりとなるよ

うな遺物の伴出は少ない。

- 22-
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昭和61年度発掘調査略報

Bトレンチ(長さ72m，最大幅5.5m)

A 卜レンチの反対車線側に設置したトレンチである。当調査地においてはA トレンチで

確認された二条大路北側溝の延長と新たに同南側溝を検出した。この他長岡京期の掘立柱

建物跡や土拡 ・足跡 ・水田跡 ・溝および羽束阿川旧流路等を検出した。このうちトレンチ

の南端部で検出した掘立柱建物跡は方向 ・規模等不明であるが，掘形の一辺が約 1mを測

る比較的大型の建物跡で北西隅柱の柱抜き取り穴から「越前国大野郡(郷名不詳)Jの地名

記載がある木簡が一点出土した。

Cトレンチ(長さ58m，最大幅5.5m)

Bトレンチの南側に設置したトレンチである。当トレンチからは長岡京期の遺構として

三条第一小路および束三坊第一小路の条坊側溝を確認した。このほかの遺構としては，他

の調査地と同様な弥生~古墳時代に属する水田跡 ・足跡群 ・土拡 ・ピット群 ・溝等がある。

東三坊第一小路については東側溝が調査地外iζ当たるため，今回は西側溝のみの確認にと

どまった。また，三条第一小路は南北両側溝を検出することができたが，南側溝について

は削平の度合いが大きく痕跡のみを残すだけであった。

まとめ 今回の調査では各調査区で弥生 ・古墳時代から中世にわたる時期の各種の遺構

・遺物が検出され，名神高速道路建設時の地下構築物が深く及んでいない部分については

遺構等が良好に残されているととが明らかになった。今回調査の主な目的とした長岡京条

坊の確認に関しては，すでに述べたように二条大路ほか 3条を検出した。二条大路につい

ては，南北両側溝心々閣の距離が約9.2mを測ることが明らかになった。 乙の数値は従来

平城京跡等で復元されている大路路面幅17丈(51m)に比べて極端に狭く，延喜式iζ述べら

れている通常の大路幅 8丈(24m)よりも狭いことがわかる。今回検出した二条大路の規模

は条聞の小路クラスに等しく，宮域の

南限を画する重要な大路lζ比定するに

は跨踏せざるをえない。乙れについて

は従来三条坊間小路とされる路を二条

大路に当て，大路を二本分下げて考え

る案も出されている。いずれにせよ今

回の調査が今後長岡京研究に果たす役

割は大きいものと恩われる。

(村尾政人 ・辻本和美)

第 2図 Bトレンチ調査状況(北から)
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京都府埋蔵文化財情報第22号

11. 長岡京跡右京第240次(• ANGAR-4地区〉

所在地 長岡京市井ノ内朝日寺ll(府立向日ケ正養護学校敷地内)

調査期間 昭和61年 9月11日~周年11月17日

調査面積 約550m2

はじめに この調査は，府立向日ケ丘養護学校管理棟新築工事に伴う発掘調査である。

調査対象地は，長岡京の条坊復元によれば右京二条四坊六町にあたり，二条第二小路が調

査地の南端を通る。また，縄文時代から近世に至る井ノ内遺跡の範囲にも含まれる。調査

地は西から東に緩やかに傾斜する段丘上に位置し，南側を坂川が東へと流れている。当地

に養護学校が建てられたとき，西側の高い部分を削って東側lζ盛土をしているため，現在

の標高は44.7m前後となっている。

養護学校内では，乙れまでに 2回の調査が実施され，奈良時代から近世の遺構，古墳時

代から江戸時代の遺物が発見されている。こうしたことから，今回の調査でも，長岡京跡

や井ノ内遺跡lζ関連する遺構 ・遺物の検出が予想、された。

調査概要 今回の調査地は，西方から東方lζ延びる段丘上にあり，かつて当地lζ水田が

作られたときに削平されていることが判明した。ほとんどの遺構は，乙のとき削られたも

のと考えられる。南端では，一段低くなった場所で湿地または沼状の地形が検出された。

最も低い部分には粘土層を削り込

んだ砂層があり ，坂川の旧流路の

一部と考えられる。その後，乙の

湿地が埋められて水田にな ったこ

とがわかった。水田 lζ伴う杭列が

検出された。

東北部では，柱掘形が検出され

たが，その数が少なく建物跡かど

うか不明である。この東南から土

器がまとまって出土した。

西北端からは，平面が方形の掘

形を持ち 3段 iζ 掘られた井戸

(SE24001)が検出された。井戸の 第1図調査地位置図 0/50，000)
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昭和61年度発掘調査略報

1段目の掘形は，南北が約5.8mの規模で， 東西の長さもほぼ同様と考えられる。 2段目

は南北約2.8m・東西約 3mを測る。 3段目は上面が2m前後の方形，下面が1.6m前後の

方形となる。 3段目には，縦板組隅柱横桟どめの井戸枠が半壊状態で残っており，上部の

隅柱や縦板が内側iζ落ち込んでいた。最も残りの良い北側で 5段の横様を確認する乙と

ができた。

井戸を検出した地点、の西側の壁が崩れ，鋼材による補強を行ったが，再び崩れる危険が

おきたため井戸の底まで掘りきれなかった。ボーリング棒で突くと部分的に石に当たるが，

磯層の石と区別が困難であり，敷石等の確認はできなかった。石に当たる部分から，一段

目掘形までの深さは約6.7mを測る。井戸が掘り込まれた段丘の砂磯層からの深さは7.3~ 

7.4mを測る。

井戸内からは，古墳時代から長岡京期の遺物が出土しており，長岡京以後のものとはみ

られず，この井戸は長岡京期lζ造られたものと考えられる。また，上層の井戸枠を引き抜

いた後，一度に埋められたととが，埋土の状況からうかがわれる。

出土遺物lとは，須恵器，土師器，瓦器，陶器，瓦などがある。井戸からは，長岡京期の

須恵器，土師器，緑粕陶器，土馬， ミニチュアかまど，鉄器(鋤先))木材片など，古墳時

代の須恵器杯身 ・杯蓋 ・醒などが出土している。

まとめ 今回の調査で検出された遺構としては，後世の削平を受けながらも掘形上面で

一辺約 6mの大きさを持つ井戸があげられる。乙の井戸は，乙れまで長岡京跡の調査で確

認された井戸の中で最大のものである。その性格については，ただ単lζ段正上にあるため

に良水を得る必要から地下深く掘り下げ，その結果として規模が大きくなったという構造

上の問題だけでなく，当地の地理的環境や長岡宮の真西に位置するという条件から判断し

て，相当な有力者や貴族の邸宅に付属したものと考えられる。

これについては，周辺部で建物跡などが検出されていないため判断はできないが，長岡

京の大規模な造営が西山山麓の近くまでおよんでいたことを示す重要な資料である。今後，

周辺部で の 調 査 に 期 待 される。(石尾 政信)

井戸SE24001(東から) 井戸SE24001・井戸枠検出状況(西から)

- 25-
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資 料 紹介

狐谷 7号横穴墓から出土した「車輪文叩き 目」

のある須恵器について

田 代 ヲム

1. はじめに

ことに報告する資料は， 1983年度に当調査研究センターが実施した狐谷横穴墓群の発掘
(注 1)

調査において検出したものである。整理作業の際，担当者によって車輪文叩き目がある乙
(注 2)

とが注意され，概要報告書でも既に報告されている。乙の種の遺物は，現状では類例に乏
(注 3)

しく，また，須恵器の流通状況の一端を理解する上でも貴重な参考資料であると思われる。

小稿では，改めてこれを取り上げ，紹介するとともに，あわせて気づいた事柄について記

す乙とにしたい。

第 1図狐谷横穴群位 置図 0/25，000)

1.狐谷横穴群 ・狐谷遺跡 2.南山遺跡 3.金右衛門垣内遺跡 4.井の元南遺跡

5.本郷遺跡 6.美濃山廃寺下層遺跡 7. ヒノレ塚古墳 8.南山古墳群 9.西二子塚古墳

10.東二子塚古墳 11. 野上遺跡 12.王塚古墳 13.小塚古墳 14. 円 墳

15. 内里池南古墳 16.荒坂古墳 17.女谷横穴群 18.荒坂横穴群 19.美濃山廃寺

20. 美濃山横穴群 21.新田遺跡

円。



狐谷7号横穴墓から出土した「車輪文叩き目」のある須恵器について

2. 遺跡と遺物の出土状況

狐谷横穴墓群は，京都府八幡市美濃

山字狐谷にある(第 1図)。京都府八幡

南高等学校の新設工事に伴う調査で新
(注4)

しく確認された遺跡の一つである。

この横穴墓群は 9基以上からなる

ととが明らかにされ，そのうち 8基

(2""9号横穴墓)について調査が行われ

た。横穴墓群は，いずれも遺構 ・造物

の残りがよく ，築造}I国序や群構成を知

る上で豊富な情報を提供 している。

横穴墓群は，尾根の南面する斜面

o 20m -一一
第2図遺構配置図(図面上が北)

iζ一定の間隔をおいて築造され，一群をなしている。乙の一群は 4から 7号横穴墓と 2

から 3号横穴墓の 2つの単位支群からなる東群と 8・9号横穴墓を含んで更に西lζ広が

る酉群とにわけで考えることができる。東群は西から東へ，西群は東から西へと築造され
(注 5)

る傾向lζあり ，と のよ うに見ると 7号横穴墓は西群の築造起点、となっているととがわかる。

7号横穴墓は，全長約10mの規模を持ち，そのうち， およそ6.4mが墓道である。玄室

の規模は，長さ約3.4m・幅約1.7mで，奥壁は約1.5mを測る。遺構は， 玄門 ・玄室の天

井に崩落が認められるものの，旧状をよくとどめていた。

遺物は，奥壁寄りと玄門付近のこか所lζ集中しており，主に玄室内から出土している。

墓道にも見られたが，断片的であり散発的であった。乙れらの遺物から 7号横穴墓は 6

」止JはJ
/三千三b

第3図 7号横穴墓道埋土出土土器(注文献 1より転載)
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第4図車輪文叩き目(拓影 ・部分)(1/2) 

され，その際lζ破砕された可能性が高い。

3. 遺物について

世紀末葉に築造 ・初葬され，その

後 7世紀末葉まで追葬があった
「注6)

乙とが推測されている。

紹介する遺物は，慕道裾の埋土

を掘削中に検出したものである。

検出時にはすでに細片になってい

て，復元の際にも部品の足らない

ととろが多く，完形にするととが

できなかった。玄室等で接合資料

がみつかっていない事から考えて，

再利用の際の廃棄物ではなく，初

葬の際l乙墓道での祭杷的行為lζ供

との遺物は，やや外方lζ聞きながら直立する口縁部を持ち，ロ縁部外商には 2条の回

線がめぐる(第 3図)。肩部は一部だけが残っており，把手のあった痕跡がある。把手は，

上から下へ向かう環状のものであろう。体部は残りが悪いためはっきりしない点があるが，

肩部の幅が一方では狭く，一方では筒状に延びていく特徴があるので，横瓶lζ近い形態を

持っていたものと思われる。

調整は，口縁部内 ・外商はナデ，肩部 ・休部外面はカキ目を施しているが，格子目タタ

キが良 く残っ ている。車輪文叩き目は，体部内面に認め られた(第 4図)。

この町き目は，直径約6.5cmを測り，中心部の主たる文様と，その外側を 4ないし 5薫

に巡る同心円文からなりたっている。中央の文様は，径が2.1cmの円形で，その中に一辺

が約3mmの四角形があわせて 7つ施されており，植物の茎の断面を思わせるような効果を

生んでいる。

第 5図は，土器の表面にあらわれた叩き目を反転し，

町き具(当て具〉の表面の状況を概念的に示したものであ

る。黒塗部分は凸部を示している。この図を参考lとして

原体に刻まれた文様の製作方法をみてみよう。

まず，同心円状lζ凸部と凹部を作り出す。次いで，中

心部分を取り除き，最後に，残った円のうち，最も内側 第5図当て具器表面の形状(1/2)
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にあたる凸部分を目測で 7等分するように切断し，前述したよ うな特徴を与える。このよ

うにして得られた文様は，基本的にすべて同心円文からなる青海波文と同じであり，意匠

上，その延長線にあるとみることができる。

4. おわりに

須恵器の製作において， 叩き締めは欠かすととのできない重要な作業のひとつである。

との作業は，叩き板と当て具を用いて器体表面を!慣に叩き締めていくもので，成形を兼ね，
(注7)

高温度焼成の際に割れや査みの原因となる気泡を胎土から追い出すζ とを目的としている。

Jlpき板や当て具には，文様が刻まれることが多い。これは，原体表面lζ凹凸を作るとと

によって表面積を広げ，作業効率を高める とともに，作業中に工具が器表lζ吸い着いたり
(注8)

しないための工夫である。 町き板には格子日文，当て具には青海波文と呼ばれる同心文が

刻まれるのが一般的で，須恵器の表面にはしばしば乙れらの痕跡を残している。

稀iζ，特殊な叩き自の文様を見掛けることがある。これらは，須恵器の流通状況を追求

する手掛かりとして有効であるため重要視されている。 その代表的なものに車輪文叩き目

があり，今回報告した資料もとれに属している。

車輪文叩き目は，当て具lζ刻まれた文様が転写したものである。通常，器体内面におい

てのみ認めることができる。かつては「異形打痕」のひとつとして認識されたが，近年に

なって横山浩一氏によってその共通する特徴が捉えられ，明確な定義づけが行われるよう
f注 9)

になった。

車輪文叩き目は， i同心円文と放射状文とを， たがいに中心を一致させながら重ねあわ

せた文様」と定義付けられるように，放射状文が文様の核になるものが多い。それに対し

て当例では，文様がすべて同心円文上に展開 し，中心部分を欠 くほかは青海波文と同じ構

成をとっている。乙れを定義のとおり車輪文と呼んでよいかどうかは問題のあるところで

あるが，中心の軸をもたない車輪文とみる乙ともできるので， 小稿では同様の系譜の中で

理解しておきたく思う。

当例と同じ文様をもっ例は，周辺地域では確認できない。御教示をお願いします。

小稿の作成にあたっては，当センター小池寛， 森下衛調査員，長岡京市埋蔵文化財センター

木村泰彦調査員の教示を得た。記し謝意を表する。 (田代弘=当センター調査課調査員〉

注 1 久保田健土「狐谷横穴群発掘調査概要Jcr京都府遺跡調査概報』第8冊 財団法人京都府

埋蔵文化財調査研究センタ ー) 1983 

注 2 注 1文献44頁
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注 3 平安京左京八条三坊出土例cr平安京左京八条三坊京都市埋蔵文化財研究所調査報告第 6

冊』 財団法人京都市埋蔵文化財研究所 1982)，樫原廃寺跡出土例(注7文献による)，石

本遺跡出土例(当センター辻本和美調査員教示)など。平安京左京八条三坊出土例 ・樫原

廃寺出土例は同心円文の中心に放射状文のあるタイプ，石本遺跡例は同心円の中心lζ星形

のあるタイプに属している。

また，当センターで実施した長岡京跡左京第118次調査，同右京第110次調査でも異形叩

き痕のある須恵器を確認している。乙れらは，同心円文に半径分の長さの直線を付加した

もので，直線が複数になると放射状文になるタイプのものである。両者の原体は同一では

ないが極めて似通っている。いずれも長岡京期に属するので，同一工人とは言わぬまでも

同ーの工房で作られた可能性を考える必要がある。生産と流通を考える上で参考になる。

注4 注 1と同じ

注5 水野正好「古墳時代JCf図説発掘が語る日本史J第四巻新人物往来社) 1986 

注6 注 1と同じ

注 7 横山浩一「須恵器の叩き白Jcr史淵J117号) 1980 

注8 原口正三『日本の原始美術4 須恵器J講談社 1979 

注9 横山浩一「須恵器lζ見える車輪文叩きの起源Jcr九州文化史研究所紀要第26号J) 1981 
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谷内遺跡出土の木製穂、摘具について

谷内遺跡出土の木製穂摘具について

藤 原 敏 晃

1 はじめに

谷内遺跡は，京都府北部の丹後半島中央部，中部大宮町谷内に所在する。京都府営ほ場

整備事業lζ伴って京都府教育委員会が1986年度立会調査を行ったと乙ろ，弥生時代~古墳

時代にかけての多量の土器が出土した。そのため， 1986年度に当調査研究センタ ーへ調査

の依頼があり，発掘調査を実施したものである。調査の結果，集落と直接関わる住居跡な

どは検出されなかったが，自然流路が3条見つかった。

遺跡は，竹野川右岸の低位段丘聞に形成された小さな谷部にある。扇状地状であって，

標高は，約49m前後である。遺構は，弥生時代後期~古墳時代前期にかけての遺物が多量

に出土した自然流路 1条が主なものである。さらに時代は明確でないものの，この流路よ

り古いものと新しいものが2条ある。

2. 木製穂摘具

今回紹介する木製穏摘具は，遺物が多量に出土した自然流路の底近くから出土したもの

である。完全な形のものではなく ，3分の 2程度の残り具合である。残存長10.8cm・幅5.7

cm ・厚さ1cmを測る。木取りは，柾目板を平行四辺形lζ裁断したもので，刃部に対して木

目が約50度の角度で走る。木製穂摘具の短辺は木目方向lζ合う。本体の背部よりには紐通

孔 2個が穿たれている。 2孔聞は 2.8 

cmを測る。紐ずれ痕は顕著でない。乙

の2孔を結ぶ状態で溝が掘られる例が

多いが，本例lζは溝がなく ，逆に断面

かまぼ乙状の突起がB面とした側に走

る。刃部は，鋸歯状を呈しているが，

これは使用の際に歯こぼれした結果と

推定される。

3. まとめ

今回紹介した木製穂摘具は，京都府 第 1図調査地位置図 0/25，000)
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10cm 

第2図木製穂摘具実測図

下で初めて出土したものである。これまで，京都府を除いた近畿地方で約14遺跡ほど知ら
〔注1) 

れていたが，新たに分布域を広げたことになる。近畿地方以外では，鳥取県 ・石川県 ・富

山県で出土している。これらの属する時代は，弥生時代中期から古墳時代前期である。今

回の例は，乙のうち古墳時代初めに属するものと考えられる。形状や製作方法などは他地

域と大きな違いはないと思われる。
(注2)

木製穂、摘具は，穂摘み儀礼的な祭杷の道具とする見方もあるが，使用痕をもっ例や数の

増加から，実用の道具である可能性が強まった。この例は歯乙ぽれした状態であり，木製

穂摘具が出土した同じ層からは，稲等の籾などを含むと恩われる植物遺体が出土した。こ

のことから，実際に使用した道具であったと推定した。さらに，石川県 ・富山県は石包丁

の出土数の希薄なところといわれる。こうしたところでは，石包丁が消滅して手鎌が普及

していく過渡期に，この変化を補う意味でも，木製穂摘具の実用的な機能 ・存続が必然的

なものであったと考えられる。乙のことは丹後半島附いても同点宅J石包丁の出土の希

薄なこの地において，石包丁を補う点でも木製穂摘具の出土は大変貴重なものである。

(藤原敏晃=当センタ ー調査課調査員)

注 1 工楽普通「木製穂摘具Jcr弥生時代文化の研究』 雄山間)，本文の記述は，との本による

ところが多い。

注 2 ~纏向』 奈良県立橿原考古学研究所

注3 田代弘氏のご教示による。
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宇治隼上り瓦窯跡

府下遺跡紹介

34. 宇治隼上り瓦窯跡

隼上り瓦窯跡は，字治市兎道隼上りにあって，飛鳥の豊浦寺の五を焼いた窯跡である乙
{注J)

とが1982年の発掘調査で明らかとなった。豊浦寺は， ~元興寺伽藍縁起弁流記資財帳』に

よれば， r以レ是弓突丑年宮内選入，先金堂種悌堂等略作，等由良宮ヲ成レ寺，故名二等由

良寺-Jとあって，推古天皇が即位した飛鳥豊浦宮が施入されて豊浦寺になったと伝えてい

る。 ζの伝承は， r日本書紀』にみえないことから史実とみず， ~聖徳太子伝暦』の伝える
{注2)

好明 6(634)年建立を採る説もある。いずれにせよ，飛鳥時代に建てられた尼寺であること

はまちがいない事実である。

飛鳥の豊浦寺の発掘調査では，高句麗様式の軒丸瓦が出土しており，この時代を代表す

る瓦の様式のーっとなっている。乙の隼上り瓦窯跡では，豊浦寺の創建瓦と呼ばれる形式

の軒丸瓦が出土している。とれまで豊浦寺lζ用いられた瓦がどこで焼かれたかわからなか

ったが，との調査によってはじめてその生産地が明らかになった。隼上り瓦窯跡と豊浦寺

とは，直線距離にして約90kmもあ り，水上交通を利用して運んだものと推定されている。

隼上り瓦窯跡の調査では 3基の窯跡と瓦を生産したと考えられる工房跡が見つかって

いる。瓦窯跡は，床が階段状

になっている瓦専用窯uまと

床が平らな瓦陶兼用窯 2基か

らなっている。いずれも登窯

で，窯から出る灰原から多量

の瓦が出土している。窯の周

囲には溝が掘られており，煙

道がその溝に直接速なってい

る。そこには，多孔式の煙だ

し穴が設けられている乙とか

ら，発掘担当者は，この地lζ
{注 3)

何かの施設を考えている。

工房跡は，窯跡のあるとこ

ろよりも南西の地で見つかっ 第 l図遺跡所在地 0/25，000)
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宇治隼上り瓦窯跡

01oan  

第3図隼上り瓦窯跡出土軒丸瓦拓影及び実測図(注3書 ・図版第12より〕
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 ，
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，
 

，
 

ている。工房跡では全部で 7棟の掘立柱建物跡が見つかっただけでなく，瓦や土器を作る

ための粘土を貯蔵しておいたと思われる方形の穴や，そ乙 lζ谷から水を51いてくる溝跡も

確認された。飛鳥時代の瓦を作った工房跡は全国的にみても見つかっておらず，貴重な調

査成果となった。

現在，隼上り瓦窯跡は 1号窯跡と 2号窯跡の間でもう 1基窯跡が見つかっており，そ

れも含めて国史跡に指定されている。 (土橋 誠)

注1 r飛鳥へ運ばれた瓦一宇治隼上り瓦窯跡の発掘調査一』 字治市教育委員会 1983 

注2 福山敏男「豊浦寺の創立J(同『日本建築史研究』所収墨水書房)

注3 r隼上り瓦窯跡発掘調査概報JCr宇治市埋蔵文化財発掘調査概報』第3集 字治市教育委員

会) 1983 
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長岡京跡調査だより

11月も過ぎ，あちこちで初雪の便りが聞かれるようになりました。乙の 9月から11月の

3か月聞に行われた長岡京跡の調査は， 宮域 2件 ・右京域12件 ・左京域 8件の計22件あり

ます。乙れらの調査では， 長岡京の条坊側溝や井戸，弥生時代の高地性集落跡等が検出さ

れています。また，大山崎町教育委員会では， 遺跡確認第8次調査を行っています。

それでは，以下に， 9月24日 ・10月22日 ・11月26日の長岡京連絡協議会で報告された主

要な調査成果について，簡単に概要を記 します。

調査地一 覧表

番号|次 数 |地区名 | 調 査 地 |調査 機 関 | 調 査 期 間

1 1宮内第18州 川 140 |向日市寺戸町南山 |向日 市教委 161. 9. 1 ~ 9. 3 

2 1宮内第阻 次17AN山 |向師 寺戸町殿長 |向日市 教委 161.10 日 0.18

3 1右京第制 次17ANSTE-5 1大山崎町円明寺鳥居前町 |大 山崎町教委 161.10.1~10. 6 

4 1右京第初 次|山 JNN |長岡京市長法寺谷山地内 |何)長岡京市埋 161.7. 7~1O. 23 

5 1右京第捌 次|川町-4 1長岡京市今里北/町上 1 (財)長岡京市埋 161. 8. 18~ 9. 13 

6 1右京第24州 7ANGAR-4 1長岡京市井ノ内朝日寺11 1 (財)京都府埋 161. 9.11~11.17 
7 1右京第加 次17ANMSI-8 1長岡京市開田 4丁目4 1 (財)長岡京市埋 [61.10.2刊 1.21

8 1右京第加 次17ANSTM l大山崎町円明寺小字殿山 |大 山崎町教委 [61. 10 日 0.11

9 1右京第初 次17ANPTM |長岡京市奥海印寺大鼓山141(財)長岡京市埋 [61. 9.2日 O.2 

101右京第加 次[7ANNMC-2[長岡京市友岡 4丁目制 2 [(財)長岡京市埋 161. 9.2刊 0.25

111右京第初 次17ANINE-3 |長岡京市野添 1T目49-1 1 (財)長岡京市埋 [61. 10. 15~ 11. 15 
12 [右京第加 次[7ANJSH |長岡京市長法寺芝端 1 (財)長岡京市埋 [61.11 刊 1.20

13 [右京第247次[7ANFNM-3 [向日市上植野町野上山 [向日 市 教 委 161.11 刊 1.10

14[右京第抑 次|問問一2 1向日市上植野町吉備寺 (向 日市教委 161.11ト 11.18

15[左京第防 次17ANFBD |向日市上植野町伴田 |向 日市教委 161. 8. 20~ 9. 27 

161左京第四 次|川 EIS-2 |向日市鶏冠井町石橋山 8 1向日市教委 161. 8.12~ 9.17 
171左京第四 次17ANDKG-4 1向日市森本町小柳 |向日 市 教 委 I61. 8. 26~ 9. 10 

18 [左京第158次| |向日市上植野町南小路37 |向 日市教委 [61.9.1刊 0.13

191左京第四 次|山 ENR-2 1向日市鶏冠井町西金村 |向日市 教委 161.9.2日 1.15

20 [左京第160次17ANDTD !向日市森本町佃地内 1 (財)京都 府埋 161. 10. 18~ 12. 3 

21 1左京第悶 次|山 FBD-2 [向日市上植野町伴回21'|向 日 市 教 委 [61. 10.27~11.29 
221左京第162次17ANEKD |向日市鶏冠井町小深田25 1向日 市教委161.10.2日 2.3 
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長岡京条坊復原図
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宮内第181次 (2)

右京第237次 (4)

右京第239次(5) 

向日市教育委員会

長岡宮跡の北辺官街地区に位置する。宮内第 117次調査で検出

された長岡京期の東西溝SDl1711の東の延長部分を確認した。乙

の溝は，宮内道路の南側溝lと当るものかと推定されている。

遺物は，長岡京期の土師器・須恵器 ・墨書土器・製塩土器等の

ほか，弥生時代後期の土器が出土している。

(財)長岡京市埋蔵文化財センター

向日正陵や東山正陵，そして南山城地域が眺望できる丘陵上に

位置し，弥生時代後期の集落跡が検出された。

この調査では，弥生時代後期の竪穴式住居跡7基，掘立柱建物

跡 1棟，土拡 1基を検出したほか，平安時代初期の火葬墓 1基が

検出されている。

竪穴式住居跡 7 基のうち 1 基は，一辺4~5mを測る五角形住居

で，中央l乙炉を持ち，貯蔵穴 ・壁溝を備えている。また，乙の住

居跡の南西部壁際には，出入口に伴う施設かと思われる小さな柱

穴が4か所ある。このほか，円形の住居跡1基，方形の住居跡が

5基検出されている。円形の住居跡は，径約10mを測る6本柱の

大型住居である。壁溝を備え，いわゆる中央ピットとそれから延

びる溝を持っている。方形の住居跡 5基のうち 2基は 2本柱の

やや小型の住居である。掘立柱建物跡は 1間X3聞の規模で，

7基の竪穴式住居に固まれるように位置している。

遺物は，竪穴式住居跡や土拡内から，弥生土器やミニチュア土

器 ・砥石(荒砥 ・仕上砥)・石鍍 ・土笛状土製品・板状鉄斧・鉄

製鍬先等が出土している。板状鉄斧は五角形住居から，鉄製鍬先

と土笛状土製品は円形の大裂住居からそれぞれ出土した。なお，

検出された 7基の竪穴住居跡の大部分は，焼失家屋である。

火葬墓は，長方形の土拡の中央lと，土師器の皿で蓋をした土師

器の警が倒立して安置され，斐の中Iζ，人骨と灰が多量に詰まっ

た状態で検出された。

この調査は， 10月19日(日)に現地説明会が開催されている。

(財)長岡京市埋蔵文化財センター

長岡京の三条条間小路南側溝や長岡京期の掘立柱建物跡，鎌倉

Q
u
 

n
J
 



右京第240次 (6)

右京第241次(7)

右京第244次(10)

右京第245次 (ll)

長岡京跡調査だより

時代の溝 ・土拡 ・磯面，室町時代の溝等が検出された。

調立柱建物跡は，南lと廟を持つ梁行 3閣の東西棟の建物である。

三条条間小路南側溝から，約 3m南の位置に建っている。三条条

間小路南側溝は， 幅約 1.5m前後の溝で，鎌倉時代の東西溝がそ

の位置を踏襲して掘られている。

遺物は，木簡や斎串 ・人形 ・箸 ・銭貨(和同開弥 ・神功開賓)・

製塩土器 ・土馬 ・万子 ・種子 ・獣骨等が出土している。

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター

調査地は，京都府立向日ケ正養護学校内に位置し，長岡京の右

京二条四坊六町に当る。乙の調査では，長岡京期の井戸 ・ピット，

中世の湿地状堆積を検出したにとどまった。後世の削平を受けて

深さの浅い遺構は消失したものと考えられる。

長岡京期の井戸は一辺約 5.8mの方形の掘形を持ち， 三段lζ掘

られている。深さは 6m以上を測る。三段目の掘形も方形を呈

し，一辺 2m前後を測る。この三段目の掘形内から，縦板組みの

井戸枠が半壊状態で検出された。乙の井戸は，上層の井戸枠を引

き抜いた後，一度に埋め戻している。その際，周辺の古墳時代の

遺構を削って埋めた乙とが，埋土中lζ古墳時代の遺物を含んでい

るととから判る。

遺物は，須恵器 ・土師器 ・瓦器 ・陶器 ・緑粕陶器 ・土馬 ・ミニ

チュアかまど ・鉄器(鋤先〉 ・井戸枠片等があり，大半が井戸から

出土している。

(財)長岡京市埋蔵文化財センター

中世の溝 ・土拡 ・ピッ ト等が検出されている。

(財)長岡京市埋蔵文化財センタ ー

平安時代の溝やピット，奈良時代の掘立柱建物跡 ・溝 ・土拡等

が検出された。乙の地は，鞠岡廃寺の推定地にも当り，奈良時代

の建物跡等は， ζの寺跡と関連したものと推定されている。

(財)長岡京市埋蔵文化財センタ ー

中 ・近世の溝や，長岡京期 ・弥生時代の溝が検出された。遺物

は，須恵器 ・土師器 ・瓦器 ・弥生土器のほか，石鉱やサヌカイト

剥片 ・種子(ウリ ・カシ)等が出土している。
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右京第246次(12)

左京第155次 (15)

左京第156次 (16)

左京第157次 (17)

左京第159次(19)

(財)長岡京市埋蔵文化財センター

調査地は，長岡京の右京四条四坊五 ・六町及び四条第 2小路の

推定地iζ当る。長岡京期の井戸等が検出された。弁戸は，井籍組

みのもので，井戸枠は， 一辺約1.1mを測り，二段残存していた。

遺物は，土師器 ・須恵器 ・曲物 ・櫛・斎串・土錘・製塩土器等

が出土している。

向日市教育委員会

調査地は，長岡京の左京四条一坊十 ・十五町及び東一坊第 1小

路の推定地に当る。

この調査では，中世の溝，長岡京期の南北溝 ・2間X1間以上

の南北棟の掘立柱建物跡1棟，古墳時代の竪穴式住居跡等が検出

された。長岡京期の掘立柱建物跡は，東一坊第 1小路の計画心上

lζ位置している。南北溝は，この建物の西方で検出され，幅約 2

m ・深さ約O.5mを測る。

向日市教育委員会

調査地は，長岡京の左京二条三坊ー町及び二条第 l小路の推定

地に当るとともに，鶏冠井遺跡にも含まれている。

この調査では，長岡京期の東西溝やピット，縄文時代晩期の土

拡 ・包含層等が検出された。このほか流路からは，弥生土器片が

出土している。

向日市教育委員会

長岡京期の建物跡をまとまって検出した左京第 118次調査地に

隣接し，長岡京の左京南一条二坊十町の推定地に当る。

検出された遺構には，長岡京期の掘立柱建物跡 ・曲物井戸，弥

生時代中期の自然流路等がある。掘立柱建物跡は，梁行 2間 ・桁

行 4間以上の東西棟で，柱間距離は，桁行約2.25m・梁行約2.55 

mを測り，柱掘形も一辺約O.8~lm と大きなものである。曲物井

戸は，直径約O.5mを測り，底には径5cm程度の礁を敷きつめて

し、Tこ。

またほかに，縄文土器片も検出されている。

向日市教育委員会

との調査地は，長岡京の左京二条三坊一町 ・南一条三坊四町及

- 40-



左京第160次 (20)

左京第161次 (21)

長岡京跡調査だより

び南一条大路と東三坊第 1小路の交差点の推定地に当る。

この調査では，長岡京の南一条大路南北両側溝・東三坊第 1小

路西側溝，長岡京期の掘立柱建物跡 ・柵列跡 ・井戸，古墳時代前

期の溝，弥生時代の自然流路等が検出された。

南一条大路南北両側溝は，溝心々間距離が約24.8mあり，北側

溝が幅約1.2m ・南側溝が幅約1.3mを測る。東一坊第 1小路西側

溝は，幅約O.5~0. 8mの溝で，南一条大路北側溝に流れ込んで途

切れる。掘立柱建物跡は，東西 3間 ・南北 2閣の東西棟で，柱間

距離は，東西約2.1m ・ 南北約2. 1~2. 7mを測っている。井戸は，

一辺約 0.4mの方形の曲物を井戸枠としたもので， 掘形は，一辺

約O.6~0. 7mの方形を呈している。また，縦板組みの井戸も検出

されている。

出土遺物には，須恵器 ・土師器 ・弥生土器 ・縄文土器 ・瓦器 ・

墨書土器 ・砥石 ・神功開資 ・櫛 ・斎串 ・腸物状木製品 ・箸 ・木簡

・種子等がある。暴書土器には， i大炊」と記されたものが出土

している。

なお， ζの調査については， 10月25日(土)に現地説明会が開催

されている。

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センタ ー

長岡京の東二坊大路と東三坊第 l小路の推定地を調査した。

この調査では，長岡京期の南北溝 2条 ・落ち込み，長岡京期以

前の自然流路等を検出した。また，下層から弥生土器が出土して

いる。長岡京期の南北溝は，それぞれ東二坊大路東側溝と東三坊

第 1小路西側溝の可能性が高い。

遺物は，弥生土器 ・土師器 ・須恵器等のほか，緑粕陶器の羽釜

片が出土している。

向日市教育委員会

左京第 155次調査で長岡京期の遺構等が検出されたことから，

新たに調査地を拡張して行われた調査である。

前回調査で検出されていた掘立柱建物跡は，南北 5間 ・東西 2

聞の南北線の建物であるととが判明した。また，この建物の北lζ，

東西 2間 ・南北 2間以上の建物跡が柱筋を揃えて存在していると
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左京第162次 (22)

大山崎町遺跡範囲確
認調査第 8次

とも判明した。両建物とも，柱間距離は約 3mを測る。前回検出

されていた南北溝も，北への延長が確認された。乙の溝は，幅約

2m・深さ約 O.5mを測る。古墳時代の竪穴式住居跡も計 5基検

出され，また新たに，土器棺が1基検出された。

向日市教育委員会

長岡京の二条条聞大路と東二坊大路の交差点、の推定地に当り，

東二坊大路西側溝と二条条聞大路の側溝等が検出されている。溝

内からは，墨書人商土器や土馬 ・人形 ・獣骨 ・鉄鉱等，祭把的な

遺物がまとまって出土している。また，木簡や縄文土器等も出土

している。

大山崎町教育委員会

中 ・近世の溝や，平安時代中期の溝 ・土拡等が検出された。遺

物は，瓦 ・緑粕陶器 ・灰粕陶器・黒色土器等が出土している。調

査地の遺構面は，西から東lζ向ってやや傾斜し，遺物は西半部で

多く出土している。調査地の西側lζ遺構が存在しているものと推

定されている。

なお，調査地の西約10mlζは，西国街道が走っている。

(山口 博)
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センターの動向 (61.9'"'-'11) 

1 できごと

9. 1 尊勝寺跡(京都市)発掘調査開始

芝山遺跡(城陽市)発掘調査終了 5.6"'-'

9. 5 綾中遺跡(綾部市)発掘調査現地説

明会実施

9. 6 ゲンギョウの山古墳群(弥栄町)発

掘調査現地説明会実施

9. 11 長岡京跡右京第 240次(長岡京市)

発掘調査開始

9.11"'-' 12 全国埋蔵文化財法人連絡協議

会研修会(館山市)出席(小山主任調査

員 ・安達主事 ・長関嘱託)

9. 12 綾中遺跡発掘調査終了 5.17"'-' 

9. 17 中城館跡(綾部市)発掘調査開始

9. 24 長岡京連絡協議会開催

9. 26 全国埋蔵文化財法人連絡協議会役

員会(東京)出席(荒木事務局長)

9. 30 上中遺跡(京北町)発掘調査終了

8.11"'-' 

10. 2 ゲンギョウの山古墳群発掘調査終

了 6.4"'-' 

10. 4 菩提 1・2号地点(木津町)試掘調

査開始

10. 6 平安京跡(京都市)発掘調査開始

10. 9 蒲生遺跡(丹波町)発掘調査終了

8. 25"'-' 

10. 11 志高遺跡(舞鶴市〉 ・栗ケ丘古墳群

(綾部市)発掘調査現地説明会開催

10. 14 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財

センター主催木器研究会開催(於 ・当

センターの動向

センター〉

10. 17 全国埋蔵文化財法人連絡協議会近

畿ブロック会議(枚方市)出席(荒木事

務局長 ・杉原課長補佐)

10. 18 長岡京跡左京第 160次(向日市)発

掘調査開始

10. 22 長岡京連絡協議会開催

10. 23 田辺城跡(舞鶴市)試掘調査開始

10. 25 第37回研修会開催(別掲)

10. 27 全国埋蔵文化財法人連絡協議会考

古資料展(仮称)検討委員会(大阪市)出

席(杉原課長補佐)

10. 28 臨時理事会一於 :京都堀川会館一

福山敏男理事長，樋口隆康副理事長，

川上 貢 ・藤井学 ・中沢圭二 ・足利

健亮 ・佐原 真 ・原口正三 ・藤田愉浩

・小嶋一夫 ・武田 浩 ・堤圭三郎の各

理事，荒木昭太郎常務理事出席

10. 30 田辺城跡試掘調査終了

11. 1 馬得志(中国社会科学院考古研究所

西安研究室主任)・陳全方(中国際西省

文物局副局長)・王仁波(中国際西省博

物館館長)の各氏， 当埋蔵文化財調査

研究センターを訪問

11. 5 長岡京跡右京第 240次発掘調査関

係者説明会実施

11. 5"'-'6 全国埋蔵文化財法人連絡協議会

(東京)出席(荒木事務局長 ・杉原課長

補佐〕

11. 7 久保田遺跡(田辺町)発掘調査開始
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11. 8 古殿遺跡(峰山町)発掘調査現地説 11. 22 瓦谷遺跡(木津町)・尊勝寺跡(京

明会実施 都市)発掘調査現地説明会実施

11. 11 長岡宮 ・大極殿祭出席(荒木事務 11. 25 長岡京跡左京第 160次発掘調査関

局長 ・中西総務課長) 係者説明会実施

11. 12 全国埋蔵文化財法人連絡協議会コ 11. 26 菩提 1・2号地点試掘調査終了

ンピュータ一等導入研究委員会(東京) 長岡京連絡協議会開催

出席(山口主任調査員・土橋調査員) 11. 28 野崎遺跡(綾部市〉発掘調査開始

11. 14 両丹文化財保護連絡協議会(福知
2. 普及啓発事業

山市)出席(中谷調査課長)

11. 17 長岡京跡右京第 240次発掘調査終
10. 25 第37回研修会一大阪北部の遺跡を

訪ねて一開催
了

宇治田和生一禁野車塚古墳・百済寺
11. 18 全国埋蔵文化財法人連絡協議会考

跡 ・牧野車塚古墳
古資料展(仮称)検討委員会近畿ブロッ

原口 正三一岡本山古墳 ・郡家今城
ク会(大阪市)出席(杉原課長補佐)

遺跡 ・今城塚古墳 ・継体天皇陵
11. 20 西小田古墳群(丹後町・弥栄町)発

古墳・茨木市立文化財資料館
掘調査開始
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府下報告書等刊行状況一覧(61.1'" 12) 

発掘調査報告書関係

『中之段4号墳』 福知山市教育委員会 1986. 3 

『福知山城跡』 向上 1986. 3 

『福知山域内堀跡』 向上 1986.3 

『京都市遺跡地図台帳』 京都市文化観光局 1986. 3 

『埋蔵文化財発掘調査概報(1986)J 京都府教育委員会 1986.3 

府下報告書等刊行一覧

『長岡京市文化財調査報告書』 第17冊 長岡京市教育委員会 1986. 3 

『史跡高麗寺跡第 2次範囲確認調査概報』 山城町教育委員会 1986. 3 

『城陽市埋蔵文化財調査報告書J第14集 城陽市教育委員会 1986.3 

『城陽市埋蔵文化財調査報告書』第15集 同上 1986.3

『向日市埋蔵文化財調査報告書』第18集 向日市教育委員会 1986. 3 

『中上司遺跡 IIJ 加悦町教育委員会 1986. 3 

『千原遺跡第 2次J(岩滝町文化財調査報告 第 8集) 岩滝町教育委員会 1986. 3 

『宮津城跡第 5次発掘調査概要J(宮津市文化財調査報告 第11集) 宮津市教育委員会

1986.3 

『大鳳寺跡第 6次発掘調査概報J(宇治市埋蔵文化財発掘調査概報 第 9集) 宇治市教育

委員会 1986. 3 

『百久保地先遺跡第 1次発掘調査概報J(京都府精華町埋蔵文化財調査報告書 第 1集〉

精華町教育委員会 1986. 3 

『網野町の遺跡(埋蔵文化財包蔵地分布調査報告書)J (京都府網野町文化財調査報告 第

4集) 網野町教育委員会 1986. 3 

『平安京跡発掘調査概報 昭和60年度』 京都市埋蔵文化財調査セ ンター 1986. 3 

『中臣遺跡発掘調査概報 昭和60年度』 同上 1986.3 

『鳥羽離宮跡発掘調査概報 昭和60年度』 向上 1986.3 

『栗栖野瓦窯跡発掘調査概報 昭和60年度』 同上 1986.3 

『醍醐古墳群発掘調査概報 昭和60年度』 向上 1986. 3 

『御堂ケ池古墳群 ・音戸山古墳群発掘調査概報 昭和60年度』 同上 1986. 3 

『京都市内遺跡試掘立合調査概報 昭和60年度』 同上 1986. 3 

『左京七条一坊十三町平安京東市外町の調査』 学校法人平安学園平安中・高等学校
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1986. 3 

当調査研究センター現地説明会・中間報告資料

現地説明会

「志高遺跡J(京埋セ現地説明会資料 N 0.86-01) 1986. 1. 25 

「芝山遺跡J(同 No.86-02) 1986.3.6 

「桃山古墳群J(同 N 0.86-03) 1986. 5. 24 

「正垣遺跡J(同 N 0.86-04) 1986. 6. 12 

「宮の森古墳群J(同 N 0.86-05) 1986. 7. 12 

「芝山遺跡J(同 N 0.86-06) 1986. 7. 26 

「綾中遺跡J(同 N 0.86-07) 1986. 9. 5 

「ゲンギョウの山古墳群J(同 N 0.86-08) 1986. 9. 6 

「志高遺跡J(同 N 0.86-09) 1986. 10. 11 

「栗ケ丘古墳群J(同 N 0.86-10) 1986. 10. 11 

「古殿遺跡J(同 N 0.86-11) 1986. 11. 8 

「瓦谷遺跡J(同 N 0.86-12) 1986. 11. 22 

「尊勝寺跡J(同 N 0.86-13) 1986. 11. 22 

中間報告

「木津遺跡J(京埋セ中間報告資料 No.86-01) 1986.1.14 

「木津地区所在遺跡J(同 N 0.86-02) 1986. 1. 17 

「篠 ・西前山窯跡J(同 N 0.86-03) 1986. 2. 21 

「畑山 2号墳(京奈)J(同 N 0.86-04) 1986. 2. 27 

「栗ケ丘古墳群J(同 N 0.86-05) 1986. 3. 19 

「長岡宮跡第172次J(同 N 0.86-06) 1986. 6. 13 

「長岡京跡左京第151次J(同 N 0.86-07). 1986. 7. 24 

「長岡京跡左京第151次(2)J (同 N 0.86-08) 1986. 8， 20 

「木津川河床遺跡J(同 N 0.86-09) 1986. 8. 28 

「長岡京跡右京第240次J(同 N 0.86-10) 1986. 11. 4 

「長岡京跡左京第160次J(同 N 0.86-11) 1986. 11. 25 

「千代川遺跡第12次J(同 N 0.86-12) 1986. 12. 2 

「八ケ坪遺跡J(同 NO.86-13) 1986.12.4 

円

0
4ιτ 



府下現地説明会資料

「大田鼻東横穴群発掘調査」 京都府教育委員会 1986. 6. 21 

「高山1号墳発掘調査」 向上 1986. 9. 6 

府下報告書等刊行一覧

「佐川印刷株式会社ビノレ新築に伴う埋蔵文化財発掘調査」 向日市教育委員会 1986. 5. 20 

「長岡京跡左京第176次(7ANllH)調査殿長遺跡第 2次J 同上 1986.7. 26 

「長岡京跡左京第159次(7ANENR-2地区)J 同上 1986. 10. 25 

「長法寺遺跡 長岡京跡右京第228次調査」 長岡京市教育委員会 1986.5.10 

「鳥居前古墳」 大山崎町教育委員会 ・大阪大学鳥居前古墳調査団 1986. 8. 10 

「芝ケ原12号墳発掘調査」 城陽市教育委員会 1986. 8. 2 

「駅南開発に伴う発掘調査(l)J 福知山市教育委員会 1986.7.9 

「広峯古墳群発掘調査」 同上 1986. 10. 18 

「青野遺跡第10次調査」 綾部市教育委員会 1986. 12. 6 

「カノレビ古墳」 伊根町教育委員会 1986.8.23 

「三宅遺跡第 3次発掘調査」 網野町教育委員会 1986. 8. 29 

「長法寺谷山遺跡J (財)長岡京市埋蔵文化財センタ ー 1986. 10. 19 

「鴨谷東 1号墳第 1次調査」 立命館大学文学部 1986. 8. 23 

「京都大学本部構内の遺跡-AX30区発掘調査一」 京都大学構内遺跡調査会 1986.10. 

22 

その他の雑誌・報告・論文等

『京都府埋蔵文化財情報』第19号 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センタ ー 1986. 3 

『京都府埋蔵文化財情報』第20号 同上 1986.6 

『京都府埋蔵文化財情報』第21号 同上 1986.9 

『京都府埋蔵文化財情報』第22号 向上 1986.12 

『考古展第 5回小さな展覧会』 向上 1986.8 

『八幡市誌』 八幡市 1986. 1 

『京都市の文化財J 京都市文化観光局文化財保護課 1986. 1 

『京都市文化財だより』第 5~6 号 同上 1986.6~10 

『私たちの考古学 1一京都府北部の発掘調査一」 京都府立丹後郷土資料館 1986.4 

『鎌倉時代の丹波 ・丹後(特別陳列図録19)J 向上 1986.7 

『丹後郷土資料館報』 第 7号 向上 1986.3 
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『特別展図録17農山漁村の女たち』 同上 1986. 10 

『丹後郷土資料館だより』第13号 向上 1986.3 

『資料館紀要』第14号京都府立総合資料館 1986.3 

『京都府資料目録追録JINo.2 向上 1986.3 

『年表加茂町の歴史と文化』 加茂町役場 1986.3

『京都府立山城郷土資料館だより』第5号 京都府立山城郷土資料館 1986.9

『企画展燈明寺の文化財』 向上 1986. 4 

『山城郷土資料館報』第 4号 同上 1986.4 

『発掘成果速報』 同上 1986.9 

『特別展示図録 5山城町の歴史と民俗JI 1986. 10 

『向日市文化資料館研究紀要』創刊号 向日市文化資料館 1986. 3 

『第 2回特別展示図録よみがえる古代の文字』 同上 1986. 10 

『久御山町史』第 1巻 久御山町教育委員会 1986.3

『みやづの文化財第二集一歴史と文化財一』 宮津市教育委員会 1986. 3 

『特別展宮津の近世絵図』 向上 1986.11 

『京都の美術工芸 京都市内編』 下 (財)京都府文化財保護基金 1986. 3 

『文化財報JINo.52~No.54 向上 1986. 2~8 

『京都の文化財』第 4集 京都府教育委員会 1986.3 

『京都府古文書緊急調査報告東寺観智院金剛蔵聖教の概要』 同上 1986. 3 

『京都府古文書等緊急調査報告東寺観智院金剛蔵聖教目録二一』 同上 1986. 3 

『舞鶴市の文化財』 舞鶴市教育委員会 1986. 3 

『泉屋博古館紀要』第 3巻泉屋博古館 1986.3 

『よみがえる古墳文化』 宇治市歴史資料館 1986. 10 

『昭和60年度宇治市歴史資料館年報』 同上 1986. 10 

『福知山市文化資料館資料収蔵目録 第 2集(養蚕)J1 福知山市文化資料館 1986. 7 

『開館 1周年記念特別展示図録』 亀岡市文化資料館 1986. 11 

『丹波史談』第121号 口丹波史談会 1986.3 

『波布理曽能』第3号 精華町の自然と歴史を学ぶ会 1986. 3 

『志くれてい』第四号 (財)冷泉家時雨亭文庫 1986.9 

『土車』第37~39号 (財)古代事協舎 1986. 1~7 

『丹波史何鹿郡之部』 綾部史談会 1986. 3 

『舞鶴市史編さんだよりJINo.161~No.171 舞鶴市史編さん室 1986. 1~11 
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府下報告書等刊行一覧

『京都大学構内遺跡調査研究年報 昭和58年度』京都大学埋蔵文化財研究センタ - 1986. 

3 

『京都市歴史資料館紀要』第 3号 京都市歴史資料館 1986. 6 

『宇治田原町史』資料篇第 l集 宇治田原町史編さん委員会 1986.7 

『宇治田原町史』資料篇第 2集 向上 1986.11

- 49-



京都府埋蔵文化財情報第22号

受贈図書一覧 (61.7. 20~61. 11) 

(財)北海道埋蔵文化財センター調査報告書第24~34集

紀要V1，岩手県文化振興事業団調査報告書第94~103集， 考古遺物

資料集第6集

いわき市埋蔵文化財調査報告第14冊

年報 5 ， 茨城県教育財団文化財調査報告第30~37集

元島名B・吹き屋遺跡，昭和61年度出土文化財巡回展示会展示解説

書，中畦 ・諏訪西遺跡，年報5

研究紀要 1986，年報 6，埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第52

~58 ・ 60集

研究紀要10，研究連絡誌第15・16号，市原市門脇遺跡，富里町南

内野遺跡，東関東自動車道埋蔵文化財調査報告書日，常磐自動車

道埋蔵文化財調査報告書 N~V ， 栗源町外部台遺跡， 主要地方道

成田松尾線 皿~N ， 君津市岩田遺跡 ・ 岩田城跡，八千代市ヲサノレ

山遺跡，千原台ニュータウン皿，千葉市中薙遺跡，千葉都市モノ

レーJレ関係埋蔵文化財発掘調査報告書，千葉市辺国山谷遺跡，千葉

市荒屋敷北員塚 ・谷津上・ 須摩堀遺跡， 千葉急行線内埋蔵文化財発

掘調査報告書rr，多古工業団地内遺跡群発掘調査報告書，酒々井町

伊篠白幡遺跡，加曽利貝塚

(財)市原市文化財センタ一 !大羽根城郭跡，潤井戸西山遺跡，山田大宮遺跡

(財)東京都埋蔵文化財センター |東京都埋蔵文化財センター調査報告第7集，研究論集W

神奈川県立埋蔵文化財センター | 年報 5 ， 神奈川県立埋蔵文化財セ ンタ ー調査報告 11~12

石川県立埋蔵文化財センター |年報 6，三井小泉遺跡，漆町遺跡 1，佐々木ノテウラ遺跡，近岡遺

跡，剣崎遺跡，岩内遺跡，戸水C遺跡，軽海遺跡，徳前C遺跡，井

田堂坂遺跡，寺家遺跡

(財)北海道埋蔵文化財センター

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵
文化財センタ ー

(財)いわき市教育文化事業団

(財)茨城県教育財団

(財)群馬県埋蔵文化財調査事業
団

(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業
団

(財)千葉県文化財センター

(財)滋賀県文化財保護協会 |金剛遺跡発掘調査報告書 1，昭和60年度滋賀県遺跡地図，湖岸堤矢

橋工区埋蔵文化財試掘調査概要報告書，井戸遺跡 (第 2次)発掘調査

報告書，近江大橋有料道路建設工事に伴う草津市墓ノ町遺跡発掘調

査報告書，大江湖底遺跡発掘調査報告書，赤!Il:F井消波堤工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査概要報告書赤野井湾遺跡，湖岸堤(赤野井南工

区)工事に係る埋蔵文化財試掘調査概要報告書赤野井湾遺跡，赤野

井港建設に係る埋蔵文化財発掘調査概要報告書赤野井湾遺跡，尼子

南遺跡発掘調査概要 1，草津川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

概報御倉 ・北萱地区

F

同
U



守山市立埋蔵文化財センター

(財)大阪文化財センタ ー

(財)東大阪市文化財協会

(財)八尾市文化財調査研究会

(財)大阪府埋蔵文化財協会

奈良国立文化財研究所

広島県立埋蔵文化財センタ ー

(財)北九州市教育文化事業団

苫小牧市教育委員会

胆沢町教育委員会

いわき市教育委員会

郡山市教育委員会

志木市教育委員会

大島町教育委員会

今立町教育委員会

小浜市教育委員会

境川村教育委員会

長野市教育委員会

愛知県教育委員会

名古屋市教育委員会

受贈図書一覧

守山市文化財調査報告書第8・9・19・22冊

佐堂(その 2)，亀井(その 2)，亀井北(その 2)，真福寺遺跡，久宝

寺南(その 3)， 山賀(その 5・6)， 小阪遺跡(その 1)， 丹上遺跡

(その 1)， 同 (その 2)， 松原市観音寺遺跡写真集第2発掘調査概

報，城山(その 2)， 河内の遺宝一近畿自動車道関連遺跡出土遺物写

真集，第 4回近畿地方埋蔵文化財担当者研究会資料

神並遺跡 I

(財)八尾市文化財調査研究会報告 8 ~ 9

(財)大阪府埋蔵文化財協会報告第 4 ~ 5 輯， (財)大阪府埋蔵文化

財協会調査事業報告第2冊

飛鳥の石造物，飛鳥 ・藤原宮発掘調査概報16，奈良国立文化財研究

所学報第44冊

亀山遺跡第 5・6次発掘調査概報，備後国府跡推定地にかかる第

4次調査概報

北九州市埋蔵文化財調査報告書第44~53集， 埋蔵文化財調査室年

報 2

苫小牧東部工業地帯埋蔵文化財発掘調査概要報告書国昭和59年度

版，苫小牧東部工業地帯埋蔵文化財分布調査報告書昭和59年度版

字商問遺跡調査報告書

いわき市埋蔵文化財調査報告第13冊

郡山東部6，県営ほ場整備事業関連発掘調査概報ー下河原遺跡 ・助

市田遺跡 ・台東遺跡，巴六段遺跡発掘調査報告書，北山田遺跡発掘

調査概報，北山田2号墳発掘調査概報，清水台遺跡発掘調査概要，

下永田B遺跡発掘調査報告書

志木市遺跡調査会調査報告第 1 ~ 2 集

大島町鉄砲場岩陰遺跡，下高洞遺跡調査報告 3東京都大島町下高澗

遺跡

今立町埋蔵文化財調査報告第2集

府中遺跡調査概報

境川村埋蔵文化財発掘調査報告書第3輯

長野市の埋蔵文化財第18集

愛知県古窯跡群分布調査報告(V)

旧名古屋城下町遺構発掘調査概要報告書(V)，正木町遺跡発掘調査

概要報告書，尾張元興寺跡第E次発掘調査概要報告書，第四次竪三

蔵通遺跡発掘調査概要報告書，伊勢山中学校遺跡 II， NN-268号窯
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京都府埋蔵文化財情報第22号

五個荘町教育委員会

彦根市教育委員会

八日市市教育委員会

蒲生町教育委員会

能登川町教育委員会

秦荘町教育委員会

今津町教育委員会

米原町教育委員会

大阪府教育委員会

泉佐野市教育委員会

岸和田市教育委員会

跡発掘調査概要報告書

五個荘町文化財調査報告 6~ 7

彦根市埋蔵文化財調査報告第 8~ 9 ・ 11集

八日市市文化財調査報告(7)

蒲生町文化財資料集(4) 

能登川町埋蔵文化財調査報告書第 1 ~6 集

軽野正境遺跡発掘調査報告書，島川遺跡発掘調査概要報告書，秦荘

町文化財調査報告書第2集

今津町文化財調査報告書第 5 ~ 6 集

米原町埋蔵文化財調査報告書 V

府営松原天美住宅建替に伴う大和川今池発掘調査概要 .!I，三回遺

跡試掘調査概要，今木廃寺跡発掘調査概要，府中遺跡発掘調査概要，

東山遺跡試掘調査報告書，和気遺跡発掘調査概要報告書，軽部池遺

跡試掘調査概要報告書 .!I， 石川左岸幹線管渠造遺跡群発掘調査概

要 ・1，宮之前遺跡発掘調査概報，挟山遺跡発掘調査概要 ・V，大

分川今池遺跡発掘調査概要，萱振遺跡発掘調査概要 ・1，昭和57年

度はさみ山遺跡発掘調査概要，林遺跡発掘調査概要 I・V，泉北ニ

ュータウン内栂地区TG41号窯発掘調査概要， 西大井遺跡第 3次発

掘調査概要，喜志遺跡 ・東阪田遺跡発掘調査概要 ・VI，田辺遺跡発

掘調査概要 ・1，泉南郡岬町所在淡輪遺跡発掘調査概要 ・V，国府

遺跡発掘調査概要 ・¥1Il，土師の里遺跡発掘調査概要，同 .V，高屋

域社発掘調査概要 ・ V~VI . ¥1Il，国府遺跡発掘調査概要 ・iX，西浦

橋 ・鶴田池東遺跡発掘調査概要，一般国道309号建設に伴う甲田南

遺跡発掘調査概要報告書，池上 ・曽根遺跡発掘調査概要 .XlV， ツゲ

ノ遺跡発掘調査概報 ・1，池上遺跡ー遺跡南部における調査 ，住

吉遺跡発掘調査概要，観音寺遺跡発掘調査報告書，大園遺跡発掘調

査概要 ・W，一須賀 ・葉室古墳群，錦織遺跡発掘調査概要，板原遺

跡発掘調査概要，河南西部地区農地造成事業lζ伴う寛弘寺古墳群発

掘調査概要 ・!I，府道松原 ・泉大津線建設に伴う鶴田東遺跡発掘調

査概要 ・!I，大阪府立大塚高等学校建設に伴う大塚遺跡発掘調査概

要 ・1，府立泉大津高等学校増築iζ伴う七ノ坪遺跡発掘調査概要 -

111，大阪府文化財総合目録1985，大阪府文化財調査概要1983年度，

大阪府文化財分布図

湊遺跡N ， 泉佐野市埋蔵文化財発掘調査報告 W~咽，

昭和60年度泉佐野市埋蔵文化財分布調査概要 H・VI

岸和田市文化財調査概要11
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富田林市教育委員会

寝屋川市教育委員会

羽曳野市教育委員会

藤井寺市教育委員会

芦屋市教育委員会

宝塚市教育委員会

西紀 ・丹南町教育委員会

一宮町教育委員会

新宮町教育委員会

豊岡市教育委員会

奈良市教育委員会

田原本町教育委員会

香芝町教育委員会

玉湯町教育委員会

新庄村教育委員会

広島市教育委員会

山口県教育委員会

高知県教育委員会

福岡県教育委員会

太宰府市教育委員会

佐賀県教育委員会

受贈図書一覧

富田林市埋蔵文化財調査報告11

高宮遺跡発掘調査概要報告，寝屋川市の民俗一年中行事と民家

古市遺跡群VII，羽曳野市駒ヶ谷地区埋蔵文化財分布調査概報，野中

寺一塔跡発掘調査報告一

古市古墳群一藤井寺の遺跡ガイ ドブッ ク No.1 

芦屋市文化財調査報告第14集，兵庫県埋蔵文化財調査年報昭和58

年度(芦屋市関係分別刷)

宝塚の古墳

丹波国大山荘現況調査報告E

伊和中山古墳群 I

史跡新宮 ・宮内遺跡保存管理計画策定報告書

長谷 ・ホウジ古墳群，豊岡市文化財調査概報集(1985)

奈良市埋蔵文化財調査報告書昭和60年度，奈良市埋蔵文化財調査

センタ一紀要1985

田原本町文化財調査報告書第 1集，田原本町埋蔵文化財調査概要

3~4 ，唐古 ・ 鍵ム ラ の弥生人

昭和59年度鈴山城跡 ・鈴山遺跡発掘調査紙報，昭和59年度鶴峯荘第

1地点遺跡第 1次発掘調査概報，昭和60年度鶴峯荘第 l地点遺跡第

2次発掘調査概報，昭和60年度狐井城山古墳外堤第4次発掘調査概

報，旭ケ丘 I

出雲玉作跡

奥土用 ・神庭谷製鉄遺跡

広島市の文化財第34~35集

山口県埋蔵文化財調査報告第88~97集

土佐国街跡発掘調査報告書第6集， 高岡山古墳群発掘調査報告書，

宿毛貝塚発掘調査報告書

豊前国府豊津町文化財調査報告書，手光長畑遺跡福間町文化財調査

報告書第2集，冥加塚遺跡川崎町文化財調査報告書第2集，乙植

木古墳群日須恵町文化財調査報告書第2集，木下遺跡筑穂町文化

財調査報告書，三輪町文化財調査報告書第5集栗田遺跡，新延大

塚古墳鞍手町文化財調査報告書第3集，大宰府史跡昭和60年度発

掘調査概報，筑紫野パイノマス関係埋蔵文化財調査報告第 1集，九

州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告 6~8 ，九州歴史資料館

研究論集11

大宰府条坊跡E太宰府市の文化財第8集

佐賀県文化財調査報告書第84集
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京都府埋蔵文化財情報第22号

多良見町教育委員会

山鹿市教育委員会

鹿児島県教育委員会

大船渡市立博物館

北上市立博物館

秋田県立博物館

栃木県立博物館

群馬県立歴史博物館

埼玉県立歴史資料館

千葉県立房総風土記の正

千葉市立加曽利貝塚博物館

市立市川i考古博物館

流山市立博物館

板橋区立郷土資料館

大田区立郷土博物館

出光美術館

長岡市立科学博物館

福井県立博物館

福井県立若狭歴史民俗資料館

福井県立朝倉氏遺跡資料館

敦賀市立歴史民俗資料館

茅野市尖石考古館

渡辺考古民俗資料館

愛知県陶磁資料館

名古屋市博物館

瀬戸市歴史民俗資料館

滋賀県立近江風土記の丘資料館

大阪市立博物館

神戸市立博物館

伊木カ遺跡第2次発掘調査概報

山鹿市立博物館調査報告書第5集

鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書 37~39

三陸一海の絵馬

北上川流域文化シリーズ(8)，北上市立博物館常設展示解説(歴史

の部)

秋田県立博物館館報昭和60年度

栃木県立博物館研究紀要第3号

群馬県立歴史博物館年報第7号

研究紀要第8号，資料館ガイ ドブック 3

千葉県立房総風土記の丘年報9

貝塚博物館紀要第13号

昭和60年度市立市川考古博物館年報(年報 No.14)

市立市川考古博物館図録14

流山市立博物館年報 No.8

文化財シリーズ第49~50集

特別展なつかしの音蓄音機

出光美術館館報第53~54号

長岡市立科学博物館研究報告第21号

福井県立博物館年報第 1号(昭和59・60年度版)

第 5回特別展「古墳の美一出土鏡を中心lζ」

特別展タッチ ・ザ ・ニホンカイ 日本海の縄文文化をさぐる

開館 5周年記念特別展一乗谷と中世都市

敦賀市立歴史民俗資料館紀要創刊号

高風呂遺跡

史友創刊号

企画展城下町のやきもの一清洲 ・名古屋の出土品一，愛知県陶磁資

料館研究紀要 5，特別展近世の備前焼き

名古屋市博物館年報 No.9(昭和60年度)

瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要V

近江出土の施粕陶器ー多彩粕 ・緑粕 ・灰粕 ・瀬戸 ・美濃

大阪市立博物館報 No.25，大阪市立博物館研究紀要第18冊

神戸市立博物館年報 No.3(昭和60年度版)，神戸市立博物館研究紀

要第3号，神戸市立博物館館蔵品目録美術の部3，同考古 ・歴

史の部 3，同地図の部 3
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西脇市郷土資料館

岡山県立博物館

島根県立博物館

瀬戸内海歴史民俗資料館

九州歴史資料館

福岡市立歴史資料館

北九州市立考古博物館

佐賀県立九州陶磁文化館

国翠院大壁第日部考古学研究会

日本大学文理学部史学研究室

立教大学学校 ・社会教育講座

早稲田大学図書館

大谷女子大学資料館

大手前女子大学

天理大学附属天理参考館

島根大学附属図書館

九州大学九州文化史研究施設

熊本大学文学部考古学研究室

大宮市遺跡調査会

山武考古学研究所

上野原遺跡調査会

円福寺西方遺跡発掘調査会

本郷遺跡調査団

考古学フォ ーラム

黒川古文化研究所

妙見山麓遺跡調査会

(財)由良大和古代文化研究協会

朝鮮学会

(財)古代撃協舎

受贈図書一覧

西脇市埋蔵文化財調査報告書2

岡山県立博物館研究報告第 6~7号，年報昭和57~59年度

西川津遺跡の出土品よ りみた古代出雲人のくら し展

瀬戸内海歴史民俗資料館紀要第3号，瀬戸内海歴史民俗資料館年

報1986

九州歴史資料館年報(昭和60年度)

福岡市立歴史資料館年報 No.14(昭和60年度)

特別展図録「早良王墓とその時代一墳墓が語る激動の弥さ主社会一」

北九州市立考古博物館年報 1一昭和58・59・60年度一

「青銅器発掘」共伴遺物とその時代

九州陶磁文化館年報昭和60年度 No.5

うつわ創刊号

史叢第37号，川崎市麻生区間上小学校遺跡調査略報

Mouseion 32 

古代第81号

収蔵品図録 1 ，大谷女子大学資料館報告書第14~15冊

大手前女子大学論集第20号創立20周年記念

教祖百年祭記念天理大学附属天理参考館図録

山陰地域研究第 2号 No.2

九州文化史研究所紀要第31号(考古学関係抜刷集)

玉城遺跡

大宮市遺跡調査会報告第17集，同別冊 3

柳久保遺跡，前橋市柳久保遺跡群E城南住宅団地造成地区内確認調

査報告書，山武考古学研究所年報 No.3

上野原遺跡都立農業高校神代農業内実習棟建設地の調査

五段田遺跡 I都営西台三丁目団地建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告書

海老名本郷(1 ) 

考古学の広場第3号

創立十周年記念誌，黒川古文化研究所要覧

神出一神出古窯主上群K関連する遺構群の調査一

大和国古墳墓取調書

朝鮮学報第119・120輯天理教教祖百年祭記念号

古代文化通巻第331~334号，平安京跡研究調査報告第17輯平安京



京都府埋蔵文化財情報第22号

左京六条二坊六町

博物館等建設推進九州会議 文明のクロス ロー ド MuseumKyushu 通巻20~21号， r九州国立

博物館」の基本構想案

ヨシダ印刷株式会社 |若狭の古寺美術

京都市埋蔵文化財調査センタ ー |平安京跡発掘調査概報昭和60年度，中臣遺跡発掘調査概報昭和60

年度，鳥羽離宮跡発掘調査概報昭和60年度，栗栖野瓦窯跡発掘調

査概報昭和60年度，醍醐古墳群発掘調査概報昭和60年度，御堂ケ

池古墳群 ・音戸山古墳群発掘調査概報昭和60年度，京都市内遺跡

試掘立合調査概報昭和60年度

(財)長岡京市埋蔵文化財センタ |長岡京市埋蔵文化財センタ ー年報昭和畔度

京都府教育委員会 |京都の文化財(第4集)，京都府古文書等緊急調査報告東寺観智院

長岡京市教育委員会

宇治田原町教育委員会

精華町教育委員会

舞鶴市教育委員会

宮津市教育委員会

岩滝町教育委員会

加悦町教育委員会

弥栄町教育委員会

京都府立丹後郷土資料館

京都府立山城郷土資料館

京都府立総合資料館

(財)京都府文化財保護基金

向日市文化資料館

泉屋博古館

宇治市歴史資料館

福知山市文化資料館

亀岡市文化資料館

金剛蔵聖教目録二一，京都府古文書緊急調査報告東寺観智院金剛

蔵聖教の概要，重要文化財瀧津家住宅修理工事報告書

長岡京市文化財調査報告書第17冊

宇治田原町史資料篇第 1 ~2 集

百久保地先遺跡第 1次発掘調査概報(京都府精華町埋蔵文化財調査

報告書第 1集)

舞鶴市の文化財

宮津城跡第5次発掘調査概要(宮津市文化財調査報告第11集)，特

別展宮津の近世絵図

京都府岩滝町文化財調査報告第8集

加悦町文化財調査概要 5

奈具岡遺跡第3次発掘調査報告書

鎌倉時代の丹波 ・丹後(特別陳列図録19)，特別展図録17農山漁村の

女たち，丹後郷土資料館報第7号(1986)

山城郷土資料館報第4号 (1986)， 企画展資料 5r発掘成果速報

一昭和60年度の調査成果からーJ，特別展示図録 5r山城町の歴史

と民俗」

資料館紀要第14号

京都の美術工芸京都市内編下

第 2回特別展示図録「よみがえる古代の文字」

泉屋博古館紀要第3号

「よみがえる古墳文化J，昭和印年度宇治市歴史資料館年報

福知山市文化資料館資料収蔵目録第 2集(養蚕)

開館 1周年記念特別展示図録
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学校法人平安学園平安中 ・高
等学校

口丹波史談会

精華町の自然と歴史を学ぶ会

石部 正 志

井上 定清

也

春

人

佳

繁

雅

野

野

山

上

荻

小

菊地敏記

杉原和雄

関口功

回代 弘

鵜島三寿

樋口隆康

福山 敏 男

村田修一

受贈図書一覧

左京七条一坊十三町平安京東市外町の調査

丹波史談第121号

波布理曽能第3号

伊賀町文化財調査報告書3

兵庫県文化財調査報告書第32冊，昭和58年度神戸市埋蔵文化財年

報

縄文コミュニケーショ ン縄文人の情報の流れ

摺鉢から見た中世の生産と流通についてー西日本を中心にー

弱翠と日本文化を考えるシンポジウム 第 1回ヒスイの謎ーその輝

き今一

成田市の文化財第16~17集

解説目録第8号 「弥生人のくら し」

東国史論第1号，史跡上野国分寺跡発掘調査概要6

日本歴史第407号

史林第65巻第4号

日本人はどとから来たか， シルクロード考古学第4巻西域発掘誌

大阪市立博物館報 No.12， 平安京跡京都市埋蔵文化財年次報告

1976- 1，六勝寺跡京都市埋蔵文化財年次報告1976-II，陶硯，

日本考古学の現状と課題，三重県埋蔵文化財年報5 昭和49年度，

多気郡明和町古里遺跡 ・斎王宮跡，斎王宮祉一範囲確認調査概要，

斎王宮祉一昭和 52年度発掘調査概要，保存の声 5 ~ 6 ， 埋もれた

京都一地下鉄烏丸線内の遺跡調査一， 奈良国立文化財研究所飛鳥資

料館案内，城陽市埋蔵文化財調査報告書第 1 ~8 集， 龍谷創刊号

~ll ・ 13号，特別企画展中国陶磁展

週刊朝日百科日本の歴史(通巻549号)
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一編集後記一

今年も年末を迎え，あわただしくなりましたが，情報22号ができ

ましたのでお届けします。

本号では，当調査研究センターの実施した弥栄町ゲンギョウの山

古墳群と舞鶴市志高遺跡の調査を中心に掲載しました。いずれも，

本年度の京都府北部の調査では，注目すべき遺構 ・遺物が見つかっ

ています。また，資料紹介も 2本掲載でき，本号も充実したものに

なっています。よろしく ，御味読下さい。

(編集担当=土橋誠)

京都府埋蔵文化財情報第22号

昭和61年12月25日

発行 (財)京都府埋蔵文化財調査研究

センター

〒617向日市寺戸町南垣内40番の3

][ (075)933-3877 (代)

印刷中西印刷株式 会社

〒602京都市上京区下立売通小)11東入

][ (075)441-3155 (代)


